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開 会 （午前 ９時００分）

〇開会の宣告

〇事務局長（根岸光男君） 皆さんおはようございます。

それでは、ただいまより予算決算常任委員会を開会させていただきます。

〇委員長挨拶

〇事務局長（根岸光男君） 初めに、今村委員長より挨拶をお願いします。

〇委員長（今村好市君） おはようございます。

本日から予算決算の常任委員会を開催するわけですが、本委員会に付託されました28年度の予算について、

これから審議を４日間にわたって進めるわけですが、どうぞよろしくお願いしたいと思います。

28年度予算につきましては、町長の所信表明演説にありましたとおり、地方創生事業が実質的にはスター

トの年になるのかなというふうに思いますので、その辺の予算につきましても要領よく説明をしていただけ

ればありがたいなというふうに思います。

また、継続でありますが、重点事業、新規事業等につきまして中心に説明をお願いして審議をしていきた

いというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。

スタートにつきましては、福祉課の関係予算と、午後になりますが、教育委員会の関係予算について本日

につきましては審議を進めてまいりたいというふうに思いますので、説明につきましても要点を中心に説明

をお願いして、質問につきましても質問事項を整理していただいて質問するという形で内容の深みを持った

審議ができればというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

審議を進めていく中で各委員さんご承知のとおりだと思いますが、１回目の質問については１問が終わっ

た後、２巡目ということで質問、審議を進めたいというふうに思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。

〇議案第２３号 平成２８年度板倉町一般会計予算について

〇委員長（今村好市君） それでは、座って進めさせていただきます。

初めに、福祉課から行いますので、説明をお願いしたいと思います。説明は各係ごと新規重点事業を中心

にお願いをするということと、今年度からスタートする地方創生事業の総合戦略に位置づけられている事業

については、この事業は総合戦略の位置づけ事業ですよということを初めに説明をしていただければ理解は

できるのかなというふうに思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、福祉課長のほうからよろしくお願いします。

小野田福祉課長。

〇福祉課長（小野田博基君） おはようございます。それでは、トップバッターということで予算の説明を

させていただきます。

平成28年度福祉課に係る当初予算でございます。私のほうからは概要説明を申し上げまして、細部につき

ましては係長、園長、館長より説明させますので、よろしくお願いしたいと思います。

まず、社会福祉係でございます。平成28年度は任期３年の民生委員、児童委員の改選の年であります。改
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選に係る推薦会の委員報酬あるいは新任民生委員の事務用品等も計上がされております。

社会福祉協議会関係では車両購入がございます。これは、福祉車両、さくら号の更新でございます。それ

と、活動センターの関係で送迎車の車両の更新でございます。ともに老朽化に伴う更新でございます。

さらに、福祉センター関係につきましては、トイレの改修をさせていただきたいと思います。これは、段

差の解消あるいは和式から洋式に改修するものでございます。

臨時福祉給付金につきましては、３件の臨時福祉給付金を実施します。そのうち所得の少ない高齢者向け

の年金生活者と支援の臨時福祉給付金につきましては、この３月補正で説明したとおりでございます。全額

平成28年度に繰り越しをして支給するものでございます。

28年度当初予算分としては、簡素な給付措置、臨時福祉給付金、これが3,000円の支給となります。それ

と、所得の少ない障害年金、遺族基礎年金受給者の給付金が１人３万円ということでございます。詳細につ

きましては係長より説明をさせます。

次に、子育て支援関係でございますけれども、学童保育において平成27年度、北の学童クラブを社会福祉

協議会に委託しました。平成28年度は、みつばち学童クラブ、これも委託します。みつばち学童クラブにつ

きましては、今まで公設民営で運営していました。仕事を持つ保護者が運営していくということで、かなり

の負担がかかっていると思います。子育てを支援していくという観点から北学童同様、町が運営主体となり

まして、社会福祉協議会に委託するものでございます。当初西小学校区と南小学校区を予定していましたが、

そらいろ学童が定員いっぱいとなりまして、待機児童が出る状況ということを見据えまして、東小学校も含

め、南小学校と東小学校に送迎車を回して児童を迎えに行くことといたしました。それに係る委託料あるい

は送迎車両の購入が予算計上されております。

子供のための教育、保育給付事業におきましては、平成27年度、まきば幼稚園がこども園になりましたけ

れども、平成28年度はひまわり幼稚園が私学助成から給付型の幼稚園になるということから、その分も含め、

計上させていただきました。

保育園、児童館につきましては、例年どおりの予算計上でございます。保育園につきましては、園舎の老

朽化に伴う改修を計上してございます。板倉保育園につきましては、屋根の塗装、物置の塗装、日よけの鉄

骨塗装、危険遊具の撤去等でございます。北保育園につきましては、テラス屋根の改修、４歳児の部屋のエ

アコン更新でございます。

また、児童館につきましても順次２園と同様、計画的に改修のほうをしていきたいと思います。

今後予定される児童館の改修とすると、やはりほかの園同様、園舎、屋根の改修、塗装、それとか物置等

の塗装とテラスの改修等入ってくるかと思います。財政と相談しながら、順次計画的に改修を進めていきた

いと思います。

私のほうからの説明は以上です。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） それでは、社会福祉係から説明させていただきます。

新規重点事業及び平成27年度と比べて大きく数字が変わったものについて主なものを説明させていただき

ます。

〇事務局長（根岸光男君） ページどこ見るか話してください。



- 5 -

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） ページは福祉課社会福祉係のページになります。10ページになりまし

ょうか。

福祉課社会福祉係のページの、大変失礼いたしました。歳入に関しましては補助金等になりますので、歳

出のほうに合わせて説明させていただきたいと思いますので、福祉課社会福祉係の歳出のところをお願いい

たします。一覧表を１枚めくっていただいたところからお願いいたします。年金生活者等支援臨時福祉給付

金給付事業でございます。これは新規でございますが、さきに補正予算でご審議いただきました低所得の高

齢者向けの支援給付の後半部分と考えられる事業でございます。この事業につきましては、賃金引き上げの

恩恵を受けにくい障害年金等の受給者を対象にして給付金を支給する事業でございます。現時点での対象者

は、平成27年度の簡素な給付措置臨時福祉給付金の対象者であって、かつ障害基礎年金、遺族年金を受給さ

れている方で、国の推計方法のお示しがございまして、それによりますと、町内約180名の方が該当という

ことでございます。１人当たり３万円の支給となり、540万円を計上いたしました。国の10割の補助事業で

ございます。

次に……

〇事務局長（根岸光男君） もう一度ページをちゃんと言ってください。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 済みません、11ページです。申しわけありませんでした。

〇事務局長（根岸光男君） 社会福祉係の11ページを見てください。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 済みません、１枚めくっていただきまして、次に12ページ、13ページ

のところになります。一部新規となる事業です。民間社会福祉活動事業でございます。運営補助については、

昨年同様に人件費分を補助いたしまして、3,900万3,000円を計上いたしました。職員の給与、健康保険、労

働保険等の経費及び会長を含む52名の役員報酬となります。

その下のところですが、13ページ、新規に計上いたしましたのは福祉車両の購入費でございます。平成11年

から利用を開始しております車椅子リフトつきの軽ワゴン車、通称さくら号でございますが、これを更新い

たします。さきの議会でも乗り心地が悪い等のご指摘がございまして、更新を検討してまいりました。車椅

子利用者に対する車両として車椅子のリフト及び助手席のリフトアップシートの両方を備えたものを購入し

たいと考えました。予算額は319万円でございます。車椅子でも家族と少し遠方まで外出する機会が持てる

ように、また苦痛なく外出できるようにということで、助手席のリフトアップシートも備えた乗用車といた

しました。これを購入することによって、車椅子の方でも外出する機会を少しでも多くしていただいて、家

族と楽しい時間が過ごせるようにと願っての計上でございます。

続きまして、もう一枚めくってください。14ページをお願いいたします。老人福祉センター管理運営でご

ざいます。指定管理者に社会福祉協議会を指定して管理運営を委託しておりますが、指定管理委託料として

2,164万6,000円でございます。福祉センターの職員は１名の人件費及びセンターの運営費でございまして、

送迎巡回バスやお風呂などの維持管理費、あとは光熱水費、それと畳がえ等の修繕費が主なものになります。

老人福祉センターにつきましては、建物の老朽化に伴い、改修工事が必要なところが多くなってまいりま

したが、特に緊急に対応すべき箇所として、次年度トイレの改修費を計上いたしました。108万円でござい

ます。場所につきましては、福祉センターの浴室のまず男女のトイレがございまして、そこの段差のある和

式トイレなのですが、それの改修及び洋式にして、なおかつウォシュレットつきの暖房便座へと改修する予
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定でございます。それに合わせまして、またセンターのほうの来場者用のトイレでございますが、洋式便座

が男女合わせて３基ございますが、これがただの洋式便座でございますので、暖房便座に取りかえる工事を

あわせて行いたいと思っています。残る和式便座が３基ありますが、それにつきましては今後利用者の意向

を調査しつつ、29年度以降に改修工事していきたいと考えております。

また、もう一枚めくっていただきまして、16ページをお願いいたします。臨時福祉給付金給付事業でござ

います。こちらにつきましては、消費税率の引き上げによる低所得者への負担の軽減の配慮ということで、

緊急的、暫定的な措置として平成26年度の単年の事業として実施されてまいりましたが、国の方針により、

平成27年度も実施いたしました。そして、28年度も実施が予定されております。現在の情報では給付額の変

更のみで、そのほか補助項目等も変更せずに、今年度同様に実施する予定とのことでございます。平成26年

度、27年度の実績から2,450人を見込みました。給付費は１人当たり3,000円で、735万円の計上でございま

す。

また、事務費についても同様に、国の10割補助事業で、過去の実績から632万4,000円を見込んでおります。

次に、少し進みまして、29ページをお願いいたします。更生医療費の給付でございます。29ページの事業

説明にあるとおり、身体障害者でその障害の除去、軽減が期待できる治療についての医療費を扶助するもの

でございます。医療費は７割が保険者、３割が自己負担ということになっておりますが、この３割の自己負

担のうち２割を公費で負担するというものでございます。公費の負担割につきましては、国負担が２分の１、

県負担が４分の１、町負担が４分の１です。新年度の予算は2,061万8,000円でございます。平成26年に１人、

平成27年に２人というふうに利用する患者さんが増えていることから、平成28年度の予算を推計いたしまし

て、計上させていただきました。

また、これまで同項目で予算化していました育成医療、子供の部分ですが、こちらにつきましても利用者

の方が増えてまいりましたので、事業を分けて支出予定でおりますので、歳入の細目のところの育成医療費

負担分等の計上はゼロ円になっております。

社会福祉係からは以上です。ありがとうございます。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） 続きまして、子育て支援係から説明をさせていただきたいと思います。

手元の資料の子育て支援の部分をお願いいたします。28年度新規重点事業、それに総合戦略にのっている事

業、主なものについて説明させていただきたいと思っております。

また、歳入を伴うものにつきましては、歳出とあわせる形で説明をさせていただきたいと思います。

それでは、歳出のほうになりますけれども、子育て支援係の８ページの部分から10ページの間のところを

まず説明させていただきたいと思います。こちらのほうにつきましては、学童の部分なのですけれども、総

合戦略のほうにものっているものでございます。学童保育整備運営委託事業のうちの送迎車両購入費につい

て説明させていただきたいと思います。板倉町には５つの学童クラブがございますけれども、それぞれにみ

つばち学童クラブに対しまして485万4,000円、ひまわり学童クラブに対して224万1,000円、まきば学童クラ

ブに対しまして227万1,000円、そらいろクラブに対して509万2,000円、北学童クラブに対して426万円の委

託料となっております。こちらのほうは国基準のものを基礎に算定しております。合計で1,871万8,000円の

委託料となっております。これにつきましては、国、県の補助がありまして、３分の２が計上されておりま
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す。歳入のほうに1,211万6,000円の計上となっております。

また、学童保育の整備運営事業のうちの送迎車両購入についてですけれども、こちらのほうは最初に課長

のほうからも説明ございましたけれども、28年度からみつばち学童クラブを板倉町社会福祉協議会に委託す

るに当たりまして、南地区、東地区の児童を迎えに行くための車両となっております。310万9,000円を計上

させていただいております。

次に、重点事業となっております子育て支援金支給事業なのですけれども、こちらのほう11ページ、12ペ

ージをお願いいたします。こちらのほうは総合戦略のほうにものってございます。こちらにつきましては、

本年度から小学校入学時に加えまして、出生のときにも支給しております。第１子に対しましては３万円、

第２子に対しては４万円、第３子以降に対しましては６万円を支給しているところでございます。新生児に

つきましては、例年どおりの90人を計上させていただきました。予算としましては、入学時と出生時のほう

を両方合わせまして860万円を計上させていただいております。

次に、13ページ、14ページをお願いいたします。ゼロ歳児紙おむつ購入補助事業となっておりますけれど

も、こちらも重点事業、そして総合戦略にのっているものでございます。この事業につきましては、平成27年

度から、今年度からの事業となりますけれども、ゼロ歳児を養育する保護者に対しまして、１枚あたり2,000円

のおむつ券を12カ月分支給するというものになってございます。町内では町内のコメリ、セイムス、ジャス

トドラッグのほうで利用ができます。先ほどの子育て支援金と同じく、90人を目安に計上させていただきま

した。予算額といたしましては216万円となっております。

次に、15ページ、16ページをお願いいたします。こちらも総合戦略のほうにのっているもので、母子父子

家庭児童入進学等支度金の支給事業となっております。こちらの事業では、扶養義務者が所得税非課税とな

っている場合に該当となりますけれども、こちらでは小学校入学を６人、中学校の進学を14人、高校進学等

を14人として計上させていただきました。合計で55万円となります。

次に、19ページ、20ページをお願いいたします。こちらも総合戦略にのっているもので、病児・病後児保

育事業となります。こちらの事業につきましては、館林市にありますこやなぎ小児科の病児保育室ぱんだと

いう施設での実施となりますけれども、館林市、板倉町、明和町、千代田町、邑楽町の１市４町での共同利

用での実施事業となります。予算額といたしましては、本年度と同額の24万円を計上させていただきました。

次に、民間保育所等の補助事業のほうを説明させていただきたいと思うのですけれども、ページのほうは

21ページ、22ページになります。こちらの補助事業ではメニューが幾つかあるのですけれども、民間保育所

運営費補助金、こちらのほうで615万1,900円、延長保育促進事業補助金で185万8,000円、一時預かり事業補

助金で26万8,000円、地域子育て支援拠点事業の補助金で745万3,000円、食物アレルギー対策事業補助金で

80万円を計上させていただいております。このうち延長保育、一時預かり保育拠点事業につきましては３分

の２の補助金となっておりまして、また食物アレルギーのほうでは２分の１の補助となっております。それ

ぞれについて歳入につきましても計上させていただいております。

次に、25ページ、26ページをお願いいたします。幼稚園運営費補助事業になってございます。こちらも総

合戦略にのっているものでございます。こちらの事業につきましては、平成28年度に教育委員会の事務局の

ほうから移管される事業でございまして、予算のほうは194万円を計上させていただいております。

以上が子育て支援係からの説明となります。
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〇委員長（今村好市君） 阿部園長。

〇板倉保育園長（阿部真弓さん） 板倉保育園から説明させていただきます。

歳入については例年どおりで、特に変わったところはございません。

４ページをごらんください。歳出については、３点ほど追加支出項目がございます。１点目は、塗装修繕

料49万8,000円です。内訳として遊戯室屋根塗装修繕料23万1,000円、砂場、日よけ塗装修繕料16万5,000円、

物置塗装修繕料10万2,000円、ともに園舎及び建物の老朽化に伴い、お願いするものでございます。

２点目は、給食室害虫駆除委託料７万4,000円、これは保健所の指導に伴い、お願いするものでございま

す。

３点目は、遊具撤去工事９万2,000円、登り棒が劣化し、危険なためお願いするものでございます。

以上でございます。

〇委員長（今村好市君） 松本園長。

〇北保育園長（松本行以さん） 北保育園、松本です。

歳入に関しても例年どおりで変わりはありません。

歳出のほうから説明させていただきます。４ページの追加事業のところでございますが、６ページをごら

んください。１点目として遊戯室前テラス鉄骨塗装です。これも老朽化のためペンキを塗ります。

次に、日よけ鉄骨塗装、これも固定遊具や砂場の日よけのペンキを塗ることです。

それから、軒天修理、これは園舎の軒天が古くなりまして、老朽化のために修理させていただくものでご

ざいます。

次に、テラス屋根張りかえ修理でございますが、これはテラスの屋根がやはり水が漏れ始めて、雨が降る

とちょっと老朽化のために水漏れがするために直させていただく修理でございます。

次に、工事費としてエアコン、これは４歳児のクラスのエアコンが夏も冷えにくく、冬も……

〇事務局長（根岸光男君） ページを言ってください。

〇北保育園長（松本行以さん） 失礼しました。６ページでございます。歳出の……

〇事務局長（根岸光男君） ６ページではないでしょう。

〇北保育園長（松本行以さん） 失礼しました。エアコンは８ページでございます。エアコン工事としまし

て、４歳児の部屋を工事させていただきます。これやはり老朽化により冷暖房がきかなくなったためでござ

います。

以上でございます。

〇委員長（今村好市君） 石川館長。

〇児童館長（石川由利子さん） 児童館です。児童館の４ページをごらんください。

児童館事業につきましては、総合戦略の一つに位置づけられたものでございます。大幅な予算の増減はご

ざいません。予算上には見えませんが、地域のボランティア等の協力を得て、事業内容は大変充実してきて

おり、事業参加者も増加の傾向にあります。今後さらに児童館のＰＲを重視し、利用者の利便性を図り、子

供たちの居場所づくりにつながるように計画しております。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 福祉課の説明が終わりました。
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これより質疑を行いたいと思います。各委員さんからの質疑ありませんか。

延山委員。

〇委員（延山宗一君） 学童保育整備運営委託事業なのですけれども、８ページ、９ページです。みつばち

学童クラブ委託の関係なのですけれども、委託加算額ということで、これは予算づけになっているのですけ

れども、54万2,000円ということは、これはどういうような意味合いでの委託加算額となっているのでしょ

うか。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） こちらのほう、みつばち学童クラブのほうが平成28年度から社協の委

託になるということで説明のほうをさせていただいたのですけれども、社協委託のほうになるに伴いまして、

国の基準の補助の額だけでは人件費等で若干足りなくなるということで加算をさせていただて、この額を計

上させていただいたものです。

〇委員長（今村好市君） 延山委員。

〇委員（延山宗一君） そうすると、そのほかのみつばちにしても、まきば、そらいろあるのですけれども、

その関係につきましては、そういうふうなものは発生しないのですか。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） ほかのところにつきましては、この委託の内容で補助のほうをさせて

いただいておる状況で、足りないというところは聞いてはいないところです。

〇委員長（今村好市君） 延山委員。

〇委員（延山宗一君） みつばちだけが額的には非常に大きな額になりますよね。それは委託の追加が出た

と、もう少し具体的にその辺の説明をお願いしたいと思います。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） みつばち学童クラブのほうで委託するというのが今年度、28年度が初

年度になるというところも大きいと思っております。この中身のほうなのですけれども、やはり指導員の人

数確保であったりするところが足りないもの、あと備品等ででも足りないものはそろえたほうがいいといっ

たものがありますので、そういうところで計上させていただいております。

〇委員長（今村好市君） 延山委員。

〇委員（延山宗一君） 額的には非常に大きな額ということになってきたので、やはりしっかり精査してい

かないと、ただ委託を上げればいいというものではないのかなということなのですけれども、どうしても必

要だということは、これはいたし方ないということはわかるのですけれども、今後ともその辺のこともしっ

かり見きわめながら対応していただきたいと思っております。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） 先ほども申し上げましたけれども、みつばち学童クラブにつきましては、今

までが公設民営という形の中で、仕事を持って、要は小学校から帰ってくる低学年あるいは高学年の子を見

られないので、その間見てくださいって、要は学童保育の部分でやっています。

そういった中、そういう子育ての支援という関係から公設民営の民営の部分を町が運営主体となって社会

福祉協議会の委託をするという形の中でやらさせていただいていると。ただ単にそういうことではなくて、
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町全体の学童を考えた場合ということも考慮いたしまして、みつばち学童クラブにつきましては、町でやっ

ていこうというふうに考えました。というのは、南につきましては保育園もない、学童もない、そういった

中、そらいろの保育園、そらいろの学童のほうでやってもらっていたわけなのですが、そういうところの選

択肢も増やすということもありますし、それに伴いまして、そらいろの学童クラブのほうが定員40のところ

52先来てしまいまして、全体の東小学校区、南小学校区の学童の要は待機待ちが出てしまうという、そうい

う状況になりましたので、急遽その辺も子育て支援の観点から東小学校区にも送迎のワゴン車を回してみつ

ばちのほうへ持ってくるということで、そういうほかの園にはないところのカバーもしていくということで

のいろいろな経費がちょっと初年度かかるということでご理解いただければと思います。

あと内情的に言わせてもらいますと、その中のみつばちで預かる子供の中の一人にちょっと多動傾向な子

がいまして、職員の配置加算、要は普通３人でやっていくところをもしかすると４人いなければというよう

なところも踏まえまして、ちょっと計上させていただいたということでご理解いただければと思います。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 延山委員。

〇委員（延山宗一君） わかりました。

それと、関連で同じページなのですけれども、みつばち学童クラブ隣地に挨拶のときの手持ちということ

なのですけれども、清酒、手持ちで対応したということなのですけれども、やはりみつばちにとってはこう

いう対応を今までもやって対応すると。何かそれをどうしてもしなければならないというような状況に置か

れているということなのでしょうか。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） この関係につきましてはずっとやっていることなのです。ずっとやっている

ということはどういうことかといいますと、前の小島さんのお宅の土地にちょっとかかってしまっている部

分がございまして、その当時のいきさつというのはちょっと私のほうは了解しかねるのですが、要は外にあ

るトイレの部分がちょっと小島さんちの土地の中に入っているということで、賃借料は要らないということ

でございますので、その部分の１年間のその土地を使わせていただいているということのお礼ということで

毎年持っていっているということでございます。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 延山委員。

〇委員（延山宗一君） 賃借料は要らないということでこういう対応かなと思うのですけれども、当然公的

な状況の中で賃借しているということは、やはり清酒でお礼するというよりも金銭で対応するということの

ほうが今後いいのかなと思うのです。清酒の２升ということなのですけれども、あくまでも謝礼は謝礼とし

ての対応になろうかなと。ちゃんとそういうふうな賃借料として当然これ上げていくということも必要なの

かと思うのですけれども、あくまでもこれ手持ちは手持ちですから、その辺のところも十分検討していかな

ければならないかなと思うのですけれども、それについて。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） 今延山さんおっしゃるとおりかと思うのですが、自分、実際面積がどれぐら

いというのは今ちょっと頭の中に入っていないのであれなのですが、ほんのわずかというところでございま
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す。

それと、将来的なことを考えた場合ということでちょっとお答えをさせていただきたいと思うのですが、

今のみつばち学童クラブのあそこの実態というのが果たしてあそこでいいのだろうかということもあるかと

思います。というのは、今の現状が砂利の敷地に本当に建て増し、建て増し、それと老朽化にして備わった

プレハブということです。今後小学校の再編も考えていくときに、今度北小学校区も西小学校区のほうに来

るということになると、今の学童では到底賄い切れない。それと、条件的に学童クラブがあって、学校があ

ってという中の間が保育園の送迎するお母さん、保護者の車道になっている危険性もあるということも踏ま

えると、当然今後検討して場所を違うところに確保したいという部分もございます。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 延山委員。

〇委員（延山宗一君） 今後そういう計画であれば、今後の成り行きの状況かなとは思うのですけれども、

あくまでも清酒を持っていって、要らないと言っても受け取るということを考えた場合には、やはり正規な

金額とは言えないけれども、平米単価云々では言えないのですけれども、ちゃんと賃借料として計上し、支

払うことがよろしいのかなと。今後場所も検討するということであれば、またその限りではないのですけれ

ども、わかりました。

〇委員長（今村好市君） ほかに。

荒井委員。

〇委員（荒井英世君） 子育て支援ですけれども、19ページ、病児・病後児保育事業とありますけれども、

これ１市４町で広域連携の中でやる事業ですけれども、館林のこやなぎ小児科、そこでやるということです

けれども、例えば板倉から考えると、館林、特にこやなぎ小児科はちょっと離れていますから、ちょっと遠

いという感じしますよね、距離的に。まず聞きたいのは、まず１点目が対象児童、それから１市４町でやっ

ていますけれども、27年度の利用者数、それがわかれば。

それと、距離的に遠いのですけれども、要するに費用対効果の部分で町単独でできない部分があると思う

のです。だから、広域連携で基本的にやっていくのでしょうけれども、その辺の費用対効果の部分が大きい

のでしょうけれども、どうして町単独でできないのかという部分。

それから、板倉より明和とか千代田とか邑楽町ありますよね。そこでは単独でそういった事業をやってい

ないのかどうか、その辺の以上の４点かな、お願いします。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） お答えさせていただきたいと思います。

病児、病後児保育なのですけれども、小学校３年生までの児童が対象となっております。利用者数なので

すけれども、27年度につきましては、板倉町では35名の登録、利用者数は延べ人数で９名というふうになっ

てございます。ほかの明和、千代田、邑楽のほうでの単独の事業はやはり行っておりません。館林を全て利

用してということになります。こちらのほうが板倉町、小児科がないということもございますけれども、単

独ではやはり費用対効果という部分で賄い切れないところがあると考えております。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） つけ加えて説明させていただきたいと思います。
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この関係、単独でということでございますけれども、館林市のほうが利用が今年あたりでいくと390人台

ぐらいなのですが、それで経費的に年間の利用者数によって区分がございます。それをクリアしていくと、

とんとんになるところを利用者がそこまでいかないので、病院のほうで負担を賄っているという部分がござ

いました。そういうものも合致しまして、館林と板倉、明和、千代田、邑楽、大泉にも声をかけたのですが、

大泉のほうは太田のほうが近いということで入らなかったのですけれども、そういう部分がありますので、

需要と供給という観点からいくと、この地域で利用者が今のところ年間９人ということですと、当然板倉が

単独というのは到底無理かと思います。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 荒井委員。

〇委員（荒井英世君） 仮に今後例えば板倉町の場合、現在９人ですよね。登録者数が35人、例えば今後こ

れの需要ではないけれども、増えた場合は、ただこれ経営的には、運営的には費用がかなりかかるものです

か。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） 当然ぱんだで預かる人数が６人だったと思うのです。それに病状によって隔

離して世話をしなければならないという部分もあります。そうすると、当然保育士のほうがその分の人数を

かけていかなければならない。それと、それに伴って病児、病後児ですので、看護師も必要になってくる、

それと施設長も。何の事業をやるにしても人件費が一番かかるわけであって、例えば今日はいないから出勤

しなくていいよということではなく、それぞれ本当にその日の朝申し込む場合もございますので、そういう

ことを考えると、当然必要な人件費等は相当数の金額がかかってくる。それが年間９人ぐらいしかいないで

運営していくということになると、町が、では運営してくださいと言われてもちょっと待ってくださいよと

いう部分と、あといろんな部分で自分なんかも子育ての関係の仕事をさせていただいている中で、本当に必

要である、この病児・病後児保育については、これを発足するときにも議員協議会等でお話はさせていただ

いたと思うのですが、病気のとき本当に必要で、両親あるいはおじいちゃん、おばあちゃん、子供がひいひ

いふう言っている中で、誰か１人ぐらい休めないですかと。できればそっちで、家族で見てくださいという

のが、でもそういうわけにいかないので、病児・病後児事業については、こういう形でやればできるのであ

ろうということで、実を言うとこの事業につきましては、私のほうで板倉町のほうから館林に出向き、なお

かつ邑楽郡内をまとめて、そしてこういう共同開催実施になったという経緯がございます。そういうことで

ご理解いただければと思います。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

荒井委員。

〇委員（荒井英世君） こういった事業、かなり重要だと思うので、恐らく国の制度の計画もあるでしょう

から、その辺は今後の進捗状況を見ながらいろいろやってみてください。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

小森谷委員。

〇委員（小森谷幸雄君） 個々の予算は別として、今朝配付された28年度の新規重点事業一覧ということで

黄色い色がついて、かなり総合戦略ということで位置づけがされた形で新規重点事業一覧というのが出され
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てきたわけですけれども、従来のものと比べると、大分総合戦略ということで位置づけが変わってきている

のかなというふうに思っておりますが、この時点で総合戦略という位置づけが出てくること自体が、私はあ

る面ではおかしいのかなというふうに個人的には思います。といいますのは、いろいろ今まで議論をしてき

た中で、28年度の中に総合戦略を位置づけるという形で、大半の事業が予算にも計上されているという説明

があったわけですよね。基本的に例えば今福祉課の時間ですから、全部私はほかの課にも同じような質問を

今日はさせていただきたいというふうに思うのですけれども、福祉課で総合戦略という形でこういった項目

を上げて予算化をしているのですが、こちらの案の段階で恐縮ですけれども、板倉町総合戦略という中に例

えば子育てとか福祉あるいは子育てしやすい環境づくりの推進ということになってきますと、福祉課だけで

はできない形で各事業が網羅されていますよね。最終的には一つの重要業績評価指標、いわゆるＫＰＩ、Ｐ

ＤＣＡを回してこの数値目標を達成するという仕組みになっているのですけれども、例えば結婚とか出産と

か子育てしやすい環境という中に、福祉課だけでは網羅できていない、ほかの課との連携で事業しなければ

いけないことがいっぱい書いてあるのですけれども、今日こういった形で突然黄色いマーカーでばあっと新

しい事業が総合戦略の位置づけで出てくるということは、今までやってきた流れと、今日ぱんと出たのと整

合性の問題として総合戦略というこちらの位置づけ、案、これが大体通っていくのでしょうけれども、縦の

連携と横の課と課の連携の中でこういうことを一つのテーマを掲げてやるときに、同じような連携してやら

なければいけない事業があると思うのですけれども、その辺がまず議論されて、今日こういった形で重点一

覧表に出てきたのかどうか、その辺の流れをもう一回説明していただければありがたいのですが。

〇委員長（今村好市君） 中里補佐、全体の流れでしょう。

〇委員（小森谷幸雄君） いや、福祉課でいいですよ。どんなふうに考えているか。

〇委員長（今村好市君） では、小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） では、今の小森谷委員さんの質問でございます。当然これにつきましては、

総合戦略の会議の中の子育て支援部会、これで関係するところ、例えば結婚とか婚活とか、あるいは出生と

か、あるいは乳児の健診とか、あるいは発達のちょっと気になる子の訪問とか、そういう部分、福祉課だけ

ではなくて、いろんなところが入っての子育て部会、これで協議をした中で総合戦略をつくっていっている

ということでございます。そういう横の連絡あるいはこういう形の中で、今までは単独でやりがちだったも

のをこの総合戦略が入ることによっていろいろ協議しながら、当然ＫＰＩもつくっていかなければならない

ということも踏まえると、今後そういう形の中で子育て支援部会、どうしても子育てということだと福祉課

ということになる、頭が行きがちですが、そういうところとの連携を保ちつつ、最終的に子育ての部分を事

業展開していくという形にはなるかと思います。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 小森谷委員。

〇委員（小森谷幸雄君） では、今日差しかえられたものについては、従来から横の連携の中で議論されて

出されていなかったけれども、急遽出したほうがいいだろうと、議員さんのほうで理解できるであろうとい

うことで出されたのだと思うのですが、福祉課の中で総合戦略に該当する事業は総事業のうちの幾つあって、

予算的に金額が動いている、特にこれについては総合戦略という位置づけの中で特別やらなければいけない

というような事業がありますか。総事業の中で総合戦略に位置づけられた事業があって、金額的にもそれを
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やるために、これは大幅に増やすとか、これはカットしたとか、福祉課としての総合戦略に対する取り組み

方の中で特徴は何かございますかと、そういう意味合いでございます。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） ただいまの小森谷さんの質問の中での特徴ということでお答えさせていただ

くと、今までの事業を多少拡充した部分もあるということも踏まえ、それを粛々とこなしていって、全体的

な総合戦略をやっていくという形にはなるかと思います。

福祉課の部分で言わせていただきますと、今日福祉課がトップバッターですので、そういう話になってい

るかと思うのですけれども、これ財政のほうで黄色く塗って、この部分を加えますよというような形で私の

ほうも後から資料をもらったという形ですので、その中でこれは総合戦略に含まれている事業ですよという

説明を加えながらやらさせてもらっているという部分がございます。

まち・ひと・しごとの先行型で、要は子育て支援金の支給事業、これについては従来は２万円、３万円、

５万円でしたか、第１子が２万円、第２子が３万円、第３子以降が５万円ということでやっていたものを第

１子を３万円にして、第２子を４万円にして、第３子以降６万円に上げて拡充してやる。それに加えて、子

育て支援金につきましては出生時はなかったのですが、出生時についても第１子３万円、第２子４万円、第

３子以降４万円という形の中でやらさせていただいていると。

それと、もう一つは紙おむつ事業です。これについて、今まで板倉町、老人向けの紙おむつの給付券は支

給していたのですが、これにつきましてはゼロ歳児の紙おむつ月2,000円券を12か月ということで２万

4,000円分の券を支給すると、そういった事業は拡充したということです。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 小森谷さん、この黄色の部分の総合戦略の予算づけの関係なのですけれども、前

回の議員協議会で予算説明を受けてもらったときに、では今年度については総合戦略スタートの年、実質的

なスタートなのですけれども、予算の中で総合戦略の予算として位置づけられているものが整理ができたら

明確にしてくださいというので、これが出てきたという経過なのですけれども、それはご理解をいただきた

い。

どうぞ。

〇委員（小森谷幸雄君） 済みません、いろいろと不都合な質問かもしれない。

では、あえて今出たのですけれども、１ページの中の重点でなおかつ総合戦略の位置づけということで、

例えば子育て支援金とかゼロ歳児の紙おむつ、先行型と言うのですけれども、先行型でやって拡充をして、

町単独事業で継続と、この先行型にする位置づけ、ほかの事業でもいろいろそういったもので新年度に入ら

ず、前年度からという意味合いの先行型で先取りした形でやるということで、先行型ですから、後から補助

金をもらおうとか、そういう仕組みなのかどうかはちょっとわかりませんけれども、こういう先行型にした

２つの子育てと紙おむつと、それなりの理由があって先行型ということでスタートされているのだと思うの

ですけれども、その辺はいかがでございますか。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） この関係につきましては、まち・ひと・しごとの地方創生先行型で位置づけ

をしてあるということです。それ企画財政課のほうで取りまとめをいたしまして、国のほうからこういう予
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算がつくので、何か考えましょうという中で、財政サイドと協議をしながら進めていっているというもので

ございます。

ただ、それが単発で終わってしまいましたので、そこにも書いてありますけれども、28年度の予算は先行

型で拡充をさせていただいて、それなりの費用は来ました。しかし、もう28年度以降は来ません。だから、

単独で残しますよという形で残させていただいているということでございます。

〇委員長（今村好市君） 小森谷委員。

〇委員（小森谷幸雄君） それと、もう一つ、総合戦略ということですと、いわゆるこの間荒井議員さんも

質問をされておったのですけれども、基本的には従来の庁内の板倉の事務事業評価、行政評価と違った組織

体の中でこの総合戦略については検証をしていくというスタイルになるかと思うのですけれども、この総合

戦略及び人口ビジョン、こういったものを作成していく中で、庁内の課長さん方以外の外部の有識者等も含

めて、多分総合戦略が練られた経緯があると思うのですが、こういったものが全て議題の中で議論されて、

当町の総合戦略はこれでいきましょうという形で黄色く塗られたようなものも含めて皆さんご了解されてい

るのか、その辺も含めて。

それと、板倉町総合戦略本部設置要綱、いろいろそういったものを当町ではどんな組織体があるのかちょ

っと見てみたのですけれども、話が飛んで失礼ですけれども、総合戦略本部機構、これは庁内の町長を含め

て管理職の方ですけれども、もう一つ、これは板倉町総合戦略本部設置要綱、これを見てみますと、例えば

これ変わっていたらごめんなさい、私の認識が違うのかもしれませんけれども、委員の任期は28年３月31日

とすると、28年というのは今年ですよね。違うのでしたか。

［「今年ですよ」と言う人あり］

〇委員（小森谷幸雄君） 今年ですよね。私が言いたいのは、これが仮に解散してもいいですよ、３月で。

新たに総合戦略を検証していく、総合戦略は、だってそういう形でできているわけでしょう。単独の町の職

員だけの予算編成で行われているわけではないわけですよね。外部の有識者、銀行の支店長さんとかいろい

ろ入った中で総合戦略は練られているわけですよね。そういったものが解散をして、今度総合戦略について

は従来の内部の行政評価ではなくて外部の評価も受けていくと、向こう４年間頑張ろうぜと。そうすると、

４年後を検証していくということは、一気に４年後、成果を評価するということではなくて、単年度ごとに

も評価をして、それが最終的に４年たった段階でこうなりました、よくなりました、悪くなりました、我が

町はこういう方向になりましたとか、そういうスタイルをたどると思うのですけれども、ですからそういう

一連の流れが遅い、速いは別として、テーブルにのった形で今日に至っているのかとか、その辺がちょっと

見えないというと失礼なのですけれども、個々の事務事業もある意味では総合戦略の中にのっているよと今

委員長さんから指摘があったのですが、その個々の事業の推移は別として、その一連のスタートの年、去年

から本当はスタートして５年計画でやっているわけですけれども、実質的には28年度がスタートという考え

方の中で、若干よくわからないのだけれども、端から見ていると遅いのか速いのかわかりませんし、従来と

何ら変わらないような印象を受けるのですけれども、その辺は中里補佐でももしよろしければお願いをした

いというふうに思いますが。

〇委員長（今村好市君） わかる。細部わからなければ企画財政のときに、その概要だったらばいいですけ

れども、細部は企画財政課のほうがわかっていると思うので、仕組みは。
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〇町長補佐（中里重義君） では、概要的な部分をお話しさせていただきます。

いずれにしましても、今年度末までには町の総合戦略を策定しなくてはならないということでこれまで取

り組んできておりまして、そういう中で庁内の内部には本部、組織があります。そのほかに有識者の会議、

これは産官学金労言ということで各界の有識者の皆さんにいろいろ議論をしていただいていると。

ただ、この内容につきましては簡単に言うといろいろアドバイスをいただくというような部分もございま

す。策定をするための組織という位置づけでありますから、一応策定が完了すれば有識者会議の役割が完了

するということです。いわゆるＫＰＩの業績評価をやるわけですが、これは当然ＰＤＣＡサイクルというこ

とを言っていまして、毎年ということですか。あるいは半期ぐらいで検証するということも考えられるのか

なとは思っておりますけれども、この検証をするための組織ですか、これについては今企画財政課のほうで

検討を進めている段階です。１つ考えられますのは、有識者会議のメンバーでお骨折りをいただいた方に検

証のための組織に加わっていただくというのも方法としては考えられるかなというようなことで来ていま

す。

それと、いわゆる先行型の事業の関係は、国の26年度の予算で、これは各市町村、県も含めてですが、宛

てがいぶちでお金が交付されるという、そういう中で対象事業については、新規事業あるいは既存事業の拡

大型というものが一つの要件だったのです。それもそういう要件の中で、町から県を経由して国にその事業

内容を上げまして、国の審査の結果でこれに該当させるというような、そんな形でとりあえずはスタートを

切ったという経過があります。

ただし、その交付金がそれ以降の毎年度に継続して交付されるかどうか、その当時も全く不明でして、27年

度の国の補正予算でも若干の予算措置がありまして、またこれ活用が見込めるものなのですけれども、それ

について当然町も事業案を上げたのですが、ちょっとこれが先が見えないような状況ということでして、い

ずれにしてもそういう中で、先ほど福祉課長が言いました３部会でいろいろ議論をした結果で、今総合戦略

の素案がだんだん完成形に近づいてきていますが、そこに位置づけたものが今日この一覧表で黄色で示した

部分になるということであります。

以上です。

〇委員長（今村好市君） ほかに。

市川委員。

〇委員（市川初江さん） では、よろしくお願いします。

今朝差しかえをした中の黄色い色のついている分野なのですが、４ページですか、これは。４ページの総

合戦略のところの一番上のカップリングデザイナー事業なのですけれども……

［何事か言う人あり］

〇委員（市川初江さん） ちょっとごめんなさい。済みません。では、ちょっとキャンセルします。申しわ

けございません。

〇委員長（今村好市君） 後で。

ほかに。

小林委員。

〇委員（小林武雄君） お世話になります。ページは、社会福祉係の21ページになります。シルバー人材セ
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ンター補助事業の関係なのですが、私今回予算が初めてなものですから、内容がちょっとわからないので、

質問させてもらいます。

シルバー人材センター、独立採算性で一応やっていると思うのですが、現在の登録者数とか、あと最低と

最高の年齢者の方ちょっと教えてもらえばと思うのですが。

それに加えて、あと収支関係はかなりいいのかなと思うのですが、500万円の補助しかないものですから、

それも３点ほどまずお願いいたします。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） シルバー人材センターの関係につきましては、町から一般会計で500万円の

補助を出すというところで、あとは公益財団になっていますので、財団の関係になってくるということでご

理解いただければと思います。したがいまして、細かい数字等は私の頭の中だけの話ということでご理解い

ただければと思うのですが、年間の売上高は頑張っていまして、１億円を超えています。これ郡内でも売上

高は高いほうです。

それと、シルバーの会員数については160から170ぐらいいるかと思います。そういった中、頑張ってやっ

ているという中で、このシルバー人材の補助制度の仕組みがちょっと変わっておりまして、町が補助した分

の同額を国がよこしますよということなのです。したがいまして、町が300万円しか出さなければ国も300万

円しか出しませんよ、町が500万円出せば国は500万円出しますよというようなところで、そういう形の中で

やっている事業でございます。

最高齢者が幾つぐらいというのはちょっとわかりかねます。済みません、そこはわかりません。そんなよ

うなところで、シルバーにつきましては、板倉町、結構成績はいいところで頑張っているところでございま

す。

以上です。

［「独立採算でやれるかというのは」と言う人あり］

〇福祉課長（小野田博基君） 独立採算でということになりますと、やはり人件費分がどうしても独立採算

でやる場合は、今事務費を11％でしたか、もらっているのですが、多分設立当時は事務費は10％ぐらいだっ

たと思うのですが、ちょっと上げさせてもらったという経緯があるのですが、そこのパーセントを上げない

と、ちょっと人件費分は出ないかなというふうには思っています。というのは、売り上げが１億円上がった

としても、その働いた人にいって、その働いた人の11％分を事務費で賄うという部分、その中で人件費等を

賄っていかなければならない。今現在４人の臨時職員ばかりなので、ちょっと定額で雇わせてもらっている

のですが、そういう形の中で４人でやっているということでございますので、独立で職員の給料まで持つと

いうことになると、補助がなければというのは先ほど申し上げました、今1,000万円からいっていますので、

1,000万円というのは町が500万円であれば国が500万円出すというところでございますので、ご理解いただ

ければと思います。

以上です。

〇委員（小林武雄君） そうしますと、とりあえず国と町のほうで約1,000万円ほどの補助金がついている

ということですので、あとはその金額はもう現段階ではやむなしかなと思うのですが、このシルバー人材、

恐らく高齢の方が健康で自分が働きたいという意思のある方がやはり行っていますので、より多くの方が、
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もし働ける方がおれば参加してもらえばいいかなと思いますので、私はとりあえずここだけ確認したかった

ものですから、以上です。

〇委員長（今村好市君） 町長。

〇町長（栗原 実君） 最高齢者八十四、五歳の方もいると。だけれども、それは登録上ということなので、

若年者については五十四、五歳というふうな話も聞いています。だから、シルバーというのは本来60歳以上

ではないのとか、単純な疑問でそんな会話もしていますが、希望されている方は例えば60歳以下をシルバー

と呼ぶかどうかは別として、一応登録をしてもらって、合う仕事をやっていただいているというふうな話は

聞いています。

〇委員長（今村好市君） 雇用の場も含めて。

ほかに。

針ヶ谷委員。

〇委員（針ヶ谷稔也君） お願いします。

子育て支援係のほうの22ページで、食物アレルギー対策事業補助金ということで、そらいろ、まきばそれ

ぞれ40万円ですか、計上があるのですけれども、食物アレルギーの対策事業の内容、この40万円でどういう

動きをしているのかという部分がわかれば教えていただきたいのですが。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） そらいろ保育園、まきば幼稚園で40万円ということで、これが補助制

度の限度額というふうな形になっております。こちらのほうは園にアレルギーを持ったお子さんがいる場合

に、そのために人を配置して対策をとっている場合、この補助金のほうに該当するものになります。その中

では、給食の担当の研修等もやらなくてはならないというふうなことになっております。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 針ヶ谷委員。

〇委員（針ヶ谷稔也君） これ２分の１ずつの補助で40万円ということだと思うのですけれども、内容によ

っては40万円では足りないのかなということも考えられるのです。個々の対応になるかと思いますし、食品

関係もいろいろとありますし、ですから職員の研修等があるかと思うのですけれども、それぞれの園でこの

40万円がどのように利用されているのかというのをもう少し細かいところがわかればありがたいのですけれ

ども。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） この食物アレルギーにつきましては、要は子育て支援新法が始まる前という

のはもっと額が多かったのです。それは、あった場合の園についてはそれだけ出しますよということで、恐

らく170万円から180万円ぐらいついていたのかと思います。そういった中、子育て支援新法が入りまして給

付型になりました。給付型というのは、そこを充実させることによって、要は職員の処遇の改善とか、そう

いうものを充実させた、そういうことも踏まえてその金額はそちらでもう給付の公定価格の中に入っていま

すから、これだけにしますよ。それの中で、そういう人がいた場合は当然対応をとっていかなければならな

いほか、そういう対応をとる保育士以外の研修とかそういうもの、講習とかそういうものも充実させて事故

のないようにしなさいよというような意味合いを持ってのこの金額だと思います。したがいまして、今40万
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円で少ないのではないかというようなところだと思うのです。でも、そういうものは公定価格のほうで、そ

の辺は食物アレルギーはそれだけ普通の業務として見なさいよということの国の考え方だと思います。今ま

ではあったものに対して対応しなさいよ、ただこれからはあったものではなくて、もうそういうものがある

ものだと思って、ふだんからそういう研修、講習とかしていきなさいよ、そういうためにかかる必要ですよ

ということだと思います。

〇委員長（今村好市君） 針ヶ谷委員。

〇委員（針ヶ谷稔也君） では、個々の対応ということではなくて、それを指導する職員の研修費が主な内

容だということですね。でも、食物アレルギーの子供が入ることを前提に、園ではもうそれを準備しなさい

というふうな今働きかけになっていて、それに対しての給付というか、補助というのは特別には今出ていな

いという考え方でよろしいですか。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） 先ほど課長のほうからありましたけれども、公定価格のほうの中で栄

養の管理の加算というのがございます。それに加えての県の単独事業ということで、食物アレルギーのほう

がプラスされるというような形になってございます。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

［「はい」と言う人あり］

〇委員長（今村好市君） まだ質問があると思いますが、休憩をとりたいと思います。

10時半まで休憩にしたいと思います。

休 憩 （午前１０時１７分）

再 開 （午前１０時３０分）

〇委員長（今村好市君） それでは、おそろいですので、再開をいたします。

ほかに質問ありませんか。

本間委員。

〇委員（本間 清君） 25ページの特定医療費受給者等……

〇委員長（今村好市君） どこの25ページですか。

〇委員（本間 清君） 社会福祉係です。25ページの特定医療費受給者等見舞金支給事業です。この項目を

見てみますと、次のページの26ページに特定疾患患者等見舞金とありまして、特定疾患者115名いる、また

小児慢性疾患が15名いるとありますけれども、これは主にどのような疾患が多いのでしょうか。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） まず、人数のほうからなのですが、115名と15名につきましては、過

去に町のほうに見舞金の支給を申請された方の実績から出しております。実際の認定につきましては、国、

県の指定に基づいて行いますので、町で実数というのは把握ができないような状況になっています。この見

舞金につきましては、県のほうに病気の申請に上がった方に板倉町にはこのような見舞金の制度がございま

すよというのをご本人に知らせていただくようなシステムになっておりまして、町のほうで上期と下期、２

回広報でお知らせをして申請していただくという形ですので、実際の人数とは大幅に違うと思っております。
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板倉町で実際に申請に来ていただく方の中で主なものになりますと、皆さんがよくご存じの中ではパーキ

ンソン病がかなり多くございます。そのほかにはもうほとんどパーキンソンの方が今板倉町には多い。あと

は潰瘍性大腸炎などが皆さんがご存じの病気になりますでしょうか、そのあたりが板倉町では多い方になり

ます。そして、お子さんになりますと、急性白血病の方が多いと認識しております。大体そこら辺のものが

板倉町で100名弱申請がありますが、そのくらいになります。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 本間委員。

〇委員（本間 清君） 今のお話ですと、パーキンソン病ということですけれども、パーキンソン病ですと

完治が難しいと聞いておりますけれども、見舞金として月額3,000円を認証された月数支給するということ

ですけれども、パーキンソン病ですと、ある意味一生ということでしょうか。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） この疾患につきましては定期的に、例えばその方によってだと思いま

すが、基本的には１年に１遍、診断書を持って県のほうに申請していると思います。それで、認定された方

が新たに受給者証というのを年ごとに更新されていますので、こちらの予算組みも１年間幾らという形で予

算組みさせていただいています。大概の病気は治療方法が完治しない、確定されていない研究治療費という

ところから出ている病気ですので、それに対しまして治療費のほうは公費で、県、国の費用で賄っておりま

すので、そして見舞金という形で少しでも通院等のお見舞いという形で、些少ですが、町の全額負担で出さ

せていただいております。

以上です。

〇委員長（今村好市君） いいですか。かなり長くかかるのではないかという、いわゆる長期、長い人では

どれぐらい支給、何年ぐらい。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 治らないと思っていただければ間違いないかと思います。

まれに大腸炎などの方は完治して治療費が必要なくなりますが、それでも薬は要らないけれども、通院さ

れるとか、そういうことは聞いておりますので、治療法がないという、確立されていないという研究治療費

という国の名目で使っている費用ですので、基本的には治らない、一生おつき合いいただくと思っていただ

ければと思います。

〇委員長（今村好市君） そういうことでよろしいですね。

それでは、島田委員。

〇委員（島田麻紀さん） お世話になります。島田です。

子育て支援係の10ページお願いします。学童クラブ送迎用車両購入に関連したところなのですけれども、

今年４月から南小区の子供たちがみつばち学童クラブへのための送迎用の車両ということで、今現在南小学

区の子はそらいろクラブのほうに何人か学童のほうには行っていらっしゃるのでしょうか。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） 今現在把握しているところでは28年度申し込みの段階ですけれども、

南小から11名、そらいろのほうに行っております。

〇委員長（今村好市君） 島田委員。
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〇委員（島田麻紀さん） その11名は、今後みつばち学童クラブのほうに変更になるのですか、それともそ

のままそらいろで、そのご家庭によってどちらがいいというのが選べるのかというのをちょっとお伺いした

い。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） 現段階では選べるというような形をとりたいと思っております。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） 現段階で南小学校区からそらいろ保育園のほうに新規も含めて11名、今まで

は８名ぐらいだったと思います。

現在そらいろ学童に行っている家庭につきましては、意向調査をさせていただきました。その中で、今度

みつばち学童クラブのほうにも来られますけれども、どっちがいいですかというのは、例えば南地区の飯野

とかはもう全然そらいろ保育園よりもみつばち学童のほうが近いわけです。そうした場合に、南小のほうに

も送迎車を回して、みつばちで見ることもできますから、ただ今までそらいろに行っていましたから、どっ

ちでもいいですよという形の中で意向調査をさせていただいて、その中で全部が今までで行っているので、

今までどおりお願いしますというようなことでしたので、11人がそのままそらいろという形になってきます。

ただ、先ほど私冒頭申し上げましたとおり、そらいろ学童のほうが待機待ちの児童が出てくる状態になっ

てきます。この辺そらいろ学童のほうと調整をしながら、今後南小学校区については、そらいろのほうから

というのではなくて、なるべくみつばちのほうに来ていただいて、東小学校区の学童の待機待ちが出ないよ

うにはしていきたいなというふうには思っています。したがいまして、今までの経緯も踏まえて、28年度以

降は南小学校区と東小学校区を回りますよということで説明をさせていただきましたが、場合によっては南

小学校区の子供はみんなそらいろのほうで、南小学校は行かずに、東小学校区へ行くという形になるかと思

います。その辺はいろいろ対応をとりながら、逆に言えば南小学校区の子がみつばちに来ていただければ、

東小学校区のほうはそのままそらいろのほうへ行けるというようなことです。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 島田委員。

〇委員（島田麻紀さん） この車の購入なのですけれども、これ車両が10人乗りとなっているのですけれど

も、もしその11人がみんなみつばちのほうへ移動というときに乗れないとかというのは出てこないでしょう

か。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） この中には学年がそれぞれございますので、低学年の子については何

時に迎えに行く、高学年については何時に迎えに行くということで、１回だけ迎えに行くのではなくて、２

回とか迎えに行くということで対応したいと思っております。

〇委員長（今村好市君） 島田委員。

〇委員（島田麻紀さん） そうしたら、南小区と東小区を回って10人ぐらいで対応ができるという認識でよ

ろしいですか。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） 現段階では対応できるというふうなことで考えております。
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〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） 先ほど南小学校の11人ということですけれども、それはそらいろのほうへ行

くわけなので、そちらはそらいろのほうが南小学校区のほうへ回ります、そらいろのバスで。そういうこと

になります。

〇委員長（今村好市君） ほかに。

市川委員。

〇委員（市川初江さん） では、お願いいたします。

社会福祉係のほうの33ページです。歳出見込みのところなのですけれども、一番上の障害者虐待なのです

けれども、これは予算がついておりますけれども、板倉町では虐待があったのか、あったとすれば何件ぐら

いあったのか、また今現在で過去にもあったことがあったらどんな虐待があったのかちょっと知りたいなと

思いまして、ご質問しました。

それと、もう一点、その下の手話奉仕員養成事業なのですけれども、これはどんな方がどこで研修をなさ

っているのか、何人ぐらい研修を受けているのかちょっとお聞きしたいと思います。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 虐待につきましてですが、現在のところ一時保護委託を使うような虐

待は起きておりません。緊急に虐待で障害者を保護するというために予算をつけまして、管内の障害者施設

のほうと委託契約をしているものでございます。事が起こったときに支払う金額ですが、大変ありがたいこ

とに、現在これを利用するような虐待のほうは起こっておりません。

それと、その下の手話奉仕員の関係でございますが、所管事務のほうでもお話しさせていただいたそうで

すが、昨年度から社会福祉協議会のほうに委託して実施をしております。１市２町、館林、明和、板倉合同

で開催ということで、会場につきましては館林社協さんのほうに手話クラブ等ございまして、そこで社協さ

んのほうを中心に行っていただいております。

平日の夜間ということで、働いている方も通えるようにということで開催しておりまして、６月から11月

末までの計25回コースということで手話サークルの方、手話の通訳者の会の方等を講師に迎えて実施してお

ります。

板倉町のほう、昨年度募集しまして、２名の方が修了いたしました。実際には３名の方がいらしたのです

が、修了者は２名でした。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 市川委員。

〇委員（市川初江さん） 虐待の件ですけれども、いないということは本当に一番いいわけでございますけ

れども、やはりこの虐待というのは目に見えないところで起こるわけでございますので、本当にこれは難し

いなと思うのです、見つけるのが。だから、今はないかもしれないですけれども、もっと慎重にまた取り組

んでいただければと思っております。

それから、手話の件なのですけれども、２名の方が修了なさったということで、２名の方は、では現実板

倉町のほうでご活躍なさっているのですか。
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〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） この手話の講習会を修了したから、すぐ町で何かをやってくださいと

いう位置づけの講習会ではございませんで、本人が手話について学びたいなという方を募集したものでござ

います。

ただ、今後につきましては、とりあえず全く手話を経験していない方が入門編というのがございまして、

今後もっと勉強したいという方はその後の基礎編、応用編、あとは通訳者というところに順次講習会という

のがランクアップしていくのです。そこまでやるかどうかもご本人様の意向ということで、あとは興味があ

る方は随時手話サークルに入っていただいたりとか、あとは町としては、できればちょっとランクアップし

ていただいて、窓口対応とのボランティア等も協力いただければななんていうことも考えておりますが、こ

こら辺は町で強制するものではございませんので、できれば、願わくばランクアップしていただければとい

うところでございます。

〇委員長（今村好市君） 市川委員。

〇委員（市川初江さん） 手話のほうもいろんな面で、いろんなところでも手話ができる人を養成して活躍

している、それは大変いいことでございますので、せっかく予算をつけて町のほうで育成するわけですので、

活躍の場をやはり持っていただくという方向でお約束をして研修を受けるのがいいのかなとちょっと思うの

です。こちらが予算を出さないで、当人が予算を出してやっているのでしたら、その人の自由でございます

けれども、やはりこちらで予算を出しているということは多少協力していただくような方向をきちっと打ち

出していかなければいけないのかなと思うのですけれども、その件に対してはどうでしょうか。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） これを修了したから、必ずこういう約束をというのはなかなか言いが

たいところではないかと思います。参加するに当たって、全額町ではなく、本人のやはり負担金もあって参

加していただきます。過去に通常の手話の教室として開催してきたときには、ほとんど板倉町参加者がなく

て、それが立ち消えになっていた状況で、今回１市２町で開催したところ、応募していただいた方が無事修

了できた方がいたということで大変ありがたいと思います。

町としても、この方たちが無事に通常の会話の中で手話を広めていっていただくということ、それと町に

そういう手話ができる方が多くなるということは手話言語法ということの普及にもなりますので、そういっ

た意味で位置づけて、町として必ずこの事業に入れなさいよという位置づけではなく、町の中で手話という

のが普通なのですよというような普及のために活躍いただけるような働きかけをしていければなと思ってお

ります。

〇委員長（今村好市君） 市川委員。

〇委員（市川初江さん） 当人の負担と町の負担とということでございますけれども、どのぐらいの割合で

負担でございますか。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 町のほうは講習料とか運営費とか全てなのですが、ご本人にはテキス

ト代、その他また雑費的なものになりますが、テキスト代としては当市の決まったお金としては3,240円が

テキスト代になります。原則無料なのですが、それを進めていく中で少し不良が出た場合はということもあ
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ると思います。

〇委員長（今村好市君） 市川委員、いいですか。

〇委員（市川初江さん） では、その件は前向きに進めていただいて、町のためにお役に立つようによろし

くお願いいたします。

以上です。

〇委員長（今村好市君） では、補足があるそうです。

小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） 先ほど予算も使っているので、この方々にということでございますけれども、

ほかの公民館の教室と同じですけれども、まずそういうのに入り口に入ってもらって、その後いろいろな形

の中でランクアップしていっていただきながらという門戸を開くという意味が第一前提でございますので、

今まで過去何年も開催をしても応募者がいなくて開催できなかったものを、これも板倉町のほうで明和町と

相談をし、館林のほうへ人数が少ないので開催できないので、一緒にやらせてくださいと。例えば今回３名

申し込みあったのですけれども、３名で開催できるかというと、これがなかなか難しい部分があります。そ

ういった意味で門戸を開くという段階ですよということでご理解いただければと思います。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 町長。

〇町長（栗原 実君） 市川さんの言うところも一理あると思うのです。ここに手話奉仕員の養成というこ

とでとっているわけですから、入り口から入っていって、やはりいわゆる手話ができる方の熟度を見ながら、

例えば必要なときには強制でなく、協力依頼とかそういった形でだんだんにやはりそういう人を養成し、し

かも奉仕員の養成の研修ということですから、だんだんそういう方向に本人の同意がなければもちろんだめ

ですけれども、ボランティアですから。ということで、当たらずとも遠からずということで考えていければ

と思っており、必要なときに、もしあれでしたらちょっと出てきていただけますかとか、そういうためにま

ずできる人もそういう意味での奉仕員養成ということもあるわけですからということで考えます。

〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） これは社会福祉係の歳出のほうの16ページになるのかな、その前に16ページではな

く、こっち、似たようなもので社会福祉係の歳出の10ページ、いいですか、年金生活者等の支給臨時福祉給

付金事業と長いやつですけれども、これが180人で３万円の予算になっているのですけれども、これは説明

欄見ますと、低所得者の障害者、遺族年金受給者が対象になっているということなのです。それと、この前

補正予算で臨時の給付金で１人３万円で、これも低所得者対象で、こっち人数が多いのでしょうけれども、

4,500万円ぐらいかな、こっちは千何百人ぐらい対象になっているのですけれども、これは両方が対象者に

なる人がいるのですか、これ。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） この件につきましては、国のほうが同じ年金生活者等支援給付という

ことで組んでおりまして、その中の今回補正分が高齢者向け給付金、新年度分が年金受給者ということで国

のほうで分けられております。両方支給になる方はいません。今回該当としては65歳以上の障害年金を持っ

ている方がいますが、前半の補正部分のほうで３万円受給された方は、新年度の障害年金のほうの３万円と
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いうのは受給にならないということです。

〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） こういうのを見ると、確かに事務経費というのも物すごくこれかかる、面倒くさい。

ここにもこの間もちょっと聞いたのですけれども、いろんな電算事務とか人材派遣だか人をかりて、臨時的

にこの事務をとるために何カ月間使うとか、すごくそれ経費かかるし、別にこれ金の支障というか、財源は

国から出るから、板倉町は痛くないのでしょうけれども、すごくこれ、ちょっと先に低所得者の３万円のが

出るわけね、この間の補正予算で決定したやつが。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 対象者を国が２つに分けまして、非課税世帯の中の65歳以上の方が補

正で予算とらせていただいたほう、後半部分としまして、65歳未満、障害年金と遺族年金と年金の種類は今

のところ２つ挙げられていますが、それを受給されている方ということで、あくまでもベースが、またここ

が面倒くさいことなのですが、簡素な給付措置、臨時福祉給付金の該当者であって、なおかつ65歳以上の方、

後半部分の方は障害年金と遺族年金を受給されている方というふうに分かれて受給になります。

〇委員長（今村好市君） これダブらないのですか。

玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） ダブらないように電算処理とかをさせていただいております。

〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） それと、今度は16ページ見てください。ここにも似たような名称があるのです。臨

時福祉給付金事業とあって、これは3,000円の給付するのだと。これ説明文を見ると、すごくややこしく、

難しくとれるのですけれども、これ。対象者は町民税、均等割が課されていないものの中から町民税が課さ

れているものの扶養親族と生活保護制度内で対応されている被保護者を除いたものとなっているのですけれ

ども、これ具体的に説明してもらうと、どういうことなのか。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 本人が非課税でも、課税されている方に扶養されていると該当ではな

いというのが非課税のところと扶養のところ。それと、あと生活保護制度内というのが生活保護を受けてい

る方と、あとハンセン病の関係の方、あとは中国残留邦人の円滑な帰国のあの支援世帯というのもここに含

まれまして、その方は既にその制度の中でこういう補填がされているので、該当ではないという国の考えで

す。

以上です。

〇委員（青木秀夫君） そういう方には、また別途この3,000円がさっきの３万円とは別途に支給されると

いうことね。臨時なのだよ、これ。臨時というけれども、これ毎年やっているのですか。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） これが26年度の単年というわけで始まりまして、26年度は１万円、そ

れでやはり27年度も継続しますよということで27年度は6,000円、そして28年度も継続しますよというお知

らせが来まして、そうすると3,000円ということでございまして、こちらに関しては、町は国からのお通知

があったということで実施いただけるものは町民に返すということで計上させていただきました。
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〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） そうすると、そういう意味では6,000円が3,000円になったので、予算が減額された

わけだ、今年は。去年は6,000円だったのが3,000円と。臨時、臨時だけれども、毎年臨時が更新されている

と、名前だけが。中身は違っているけれども。それで、やはりここを見ると、給付金が700万円で、事務費

が600万円になっている。これと、さっきのやつとの事務経費なんていうのは、これは同じようなものなの

だけれども、同一の人が事務とるのですか、これ。さっきの派遣の人が事務するとかって、臨時給付金のこ

れやったでしょう、１人３万円の給付金の事業で。これ見ると、さっきの３万円の180人のところには事務

経費なんかのっていないよね。ということは、これは同じ人があわせて似たようなものだからやるというこ

となのですか。

〇委員長（今村好市君） 係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） これは、また私どももちょっと混乱しているところなのですが、さき

の補正で、先行でする部分と、かぶらないようにということで、補正の部分をなるべく夏までに高齢者の給

付分を支給してしまいなさい。後半部分は臨時福祉給付金と年金の受給者の分を10月ごろからしなさいよと

いうふうな説明会がございまして、となりますと、１個ずつばらばらではなく、臨時福祉給付金の該当者で

あって、なおかつ障害年金の該当者ということになりますので、同じ方が180名の方、臨時福祉給付金の

3,000円と３万円が受給資格があるわけなのです。となりますので、後半部分につきましては、事務は同時

に進めて申請等も一緒に受け付けられるようにということで進めようと思っています。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） 私が聞きたいのは、3,000円の支給対象者が2,450人もいるのですかと、いるのでし

ょうけれども、そんなにもいるのですか。これでいくと、生活保護を受けている方の家族の人は受けられな

いわけだ。それと、均等割の税額を払っている人の扶養になっている人も受けられないのだと。そうすると、

それでなおかつ二千四百、これは年齢は幾つ上、65歳以上、これは。

［「ゼロ歳から」と言う人あり］

〇委員（青木秀夫君） ゼロ歳から全部対象者ね、これは。これは高齢者とかそういうのではないのだ。そ

うしますと、それで2,450人も対象者がいるのですか。ちょっとその辺も含めて。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） これの臨時福祉給付金、頭が混乱するかと思います、いろんなものが次年度

ですか、３つと今までの分と、あと子育て世代というのもあったと思います。これが１枚の紙でちょっと簡

単にできていますので、これコピーして……

〇委員長（今村好市君） それ配ってください。

〇福祉課長（小野田博基君） 配らさせてもらってもよろしいでしょうか。

〇委員長（今村好市君） はい、お願いします。

〇福祉課長（小野田博基君） ちょっとコピーしてきますので、ちょっとした一覧表をつくらさせていただ

きましたので、それを見ながらのほうが理解しやすいと思いますので、そのコピーしている間にちょっと説

明させていただくと、混乱するかと思います。さっきの３月の補正予算で、まず１本３万円がありました。
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今までと同じような形の臨時福祉給付金というのが金額は少ないですけれども、3,000円がございます。そ

れと、もう一つが年金の低所得者ということで、障害基礎年金とか遺族基礎年金をもらっている方がこれが

３万円がございます。その３万円と３万円の重複の支給はございません。３万円と3,000円は、これは重複

してもらえます。そういう形の中で、表を見ながらやったほうがいいかなと思いますので、今しばらくお待

ちになっていただければと思います。

あと事務費の関係でございますけれども、これも補正予算のときにお話をさせていただいて、10分の10、

国から来て、所定の事務費を計上させていただいております。３万円の年金のほうと3,000円の従来の臨時

福祉給付金の事務費については、臨時福祉給付金のほうで事務費として計上させていただきました。したが

いまして、27年度の補正で計上した分は四百何万円だと思うのですが、500万円弱だったと思うのですが、

そちらはまず計上させていただいて、４月から受け付けを開始します。それが一段落して５月から支給に入

り、夏ごろまでに完了させ、秋口から今度はその２つの年金の３万円と従来の3,000円のほうの申請受け付

けから支給に入ると、流れ的にはこんな形になるかと思います。ちょっと混乱すると思います。３つ一気に

来てしまいましたので、今までは１つで済んでいたのですが。

［資料配付］

〇委員長（今村好市君） では、これを簡単に小野田課長ではなくて係長、説明は要らない。

玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） では、お手元にいったん表を配らせていただきました。臨時福祉給付

金が現時点で26年度、27年度は終了しております。数字的にはざっくりとした数字でございますが、対象者

のところが2,600名と書いてあります。現実には通知数はもうちょっと多いのですが、そこからはじかれた

数が大体2,600、その中の申請があって支給決定された方が26年度は2,184、27年度は2,301とありますが、

ここは３月の途中まで配分いたしましたので、2,304名に増えております。その上が臨時福祉給付金でござ

います。

28年度になりまして、先ほど課長が３本ありますよというお話がありました。一番上が高齢者向けという

ことで、65歳以上の方が対象の補正予算、対応させていただいたものが現時点では1,545名を予定しており

まして、３万円支給。それと、その残りの部分ということが同じ年金生活者等の支援給付でございますが、

こちらは障害年金と遺族年金を受給されている方ということで180名を予定しておりまして、これも３万円、

それとあわせましてその下の簡素な給付措置、従来の臨時福祉給付金、これを障害年金等の方とあわせて実

施しようということでございまして、単純にこちらの2,450名の中には180名が兼ねて受給される方がいると

いうことでございます。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 青木さん、よろしいですか。

青木さん。

〇委員（青木秀夫君） 聞いていてすごくわからなくなってしまう。3,000円の支給者は、これは年齢関係

なく受けられると、低所得者。それで、私が2,450人もいるのかというのは、これ均等割も受けていない人

ですよね。課されていない人というのは、課税額でいくと25万円ぐらい、28万円ぐらい以下の人が均等割も

かからないのでしょうか、ざっとです。収入が28万円なのでしたか、課税が28万円なの。
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［何事か言う人あり］

〇委員（青木秀夫君） 税務課ではないからちょっとわからないかもしれないですけれども、言ってみれば

所得ゼロみたいな家庭で、その扶養の人もだめだというのだから、そういう人が2,450人もいるということ、

現実なのですね。

〇委員長（今村好市君） 中里補佐。

〇町長補佐（中里重義君） 対象者が多分青木委員、多いのではないかというふうに思われているのだと思

うのですが、一例だけ申し上げますと、例えば農業所得の専従者にとられている方、これについてはこの給

付金の対象になるケースがあります。ですから、私も意外だなと思ったのですが、結局扶養にとられていな

いわけです。専従でとられているわけですから、その専従でとられている額が課税に至らない金額で専従の

控除を受けているというケースがありますが、そういったケースについては、この3,000円の対象になるよ

うです。現実27年度で、「役場からこういうのが来たんだけれども、どうするべな」と相談されたことがあ

るのです。「あれ、何でここんちでこんなにもらえちゃうんかい」と言っていろいろ調べてみましたら、農

業の専従でとられているのです。ですから、本人も課税はない、やはりここで説明にあります町民税（均等

割）が課されている者の扶養親族等は除くとこれ書いてありますので、ですから扶養にとられていなくて、

本人が専従で給料をもらっている形なのですが、たしか専従、白申だと45万円ぐらいだったですか。ですか

ら、該当者です。それなので、想定される以上に対象者が多くなるようです。

〇委員（青木秀夫君） 課税上はそういうことで、空気吸っているわけではないから、みんな生活している

のでしょうから、この数字等は実態は違うのでしょうけれども、そういうことでいるわけだ、2,450人も。

それと、もう一ついいですか。

〇委員長（今村好市君） はい。

〇委員（青木秀夫君） もう一つお聞きしたいのは、事務経費というのは、これは余った金額は国に返還し

なくてはならないのですか。ということは、無理やり使ってしまったほうがいいということで、何かほかに

充当するとか、そういう形でゼロの状態にして計算に持っていくとか、そういう工夫とか努力しているので

すか。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） いきなりこの金額が国から来て始める事業ではありませんで、町から

このぐらい必要ですよと申請して、一部概算払いがあります。それでやっていて、実績を報告して、その分

が戻るという形ですので、全部使わなくてはとかそういうこともなく、なければないで町の予算は減ってと

いうことになりますでしょうか。

〇委員長（今村好市君） ほかに。

黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） 社会福祉係で13ページをあけていただいて、社会福祉係、ほかも子育て支援もそう

なのですけれども、車の新しい買い替え、例えばワゴンの購入とか送迎、いろいろ150万、300万円、300万

円、家庭ではなかなかすぐには買えないですけれども、その中で13ページの福祉車両貸し出し用という300万

円ちょっとですけれども、これを購入するわけですけれども、これは車両の中に車椅子というか、何台が載

るのですか。
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〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 貸し出し用ですので、大きい車ではなく、家庭で使えるようにという

ことで小型の乗用車なので、後ろ側、皆さん、後ろの後部座席のところにリフトで車椅子が固定される形に

なります。それとあわせて、助手席もリフトアップシートといいまして、助手席がぐっと出てくるタイプ、

外側に出てきて、体のぐあいの悪い方がそこに乗っていけるということで、従来の軽ワゴンですと、ワゴン

の荷台のところといいましょうか、あそこのところにリフトアップした車椅子を固定している状況で、長距

離には向かないところだったのです。ただ、通院等はそこで間に合うのですが、少しでもちょっと遠くに外

出できるようにということで、助手席のリフトアップも備えた両方のものということで考えておりますので、

普通の車の後部座席のところに車椅子が乗るということで考えていただければと思います。

〇委員長（今村好市君） 黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） だから、何台ぐらい……

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） １台でございます。

〇委員長（今村好市君） 黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） 中を改造してもやはり１台ぐらいしか乗らないのですか。

〇委員長（今村好市君） 係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 貸し出しを想定しておりますので、デイサービスとかの送迎ではござ

いませんので、家庭で車椅子の方が３人も４人もということは想定しておりません。なので、１台プラス助

手席のリフトアップということで外出の支援ができればというふうに考えております。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） 今先ほど軽乗用車から大きい車ということで、遠くにまで行けるという想定ですけ

れども、距離はこちらからどの辺までなら、100キロまではいいですとか200キロまでいいですとかって、そ

れはこちらのほうからは注文とかそういうのはないのですか。

〇委員長（今村好市君） 係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 運営に関しましては、社会福祉協議会にお願いする予定ですが、新た

な車になりますので、そこら辺も１日の走行距離が何キロ、あるいは貸し出し期間が１泊までとか、そうい

う期限をきちんと決めたものに進めるようにということで社会福祉協議会と協議をしております。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） それは、平成28年度だから、購入は４月か、予算が通れば発注するし、もう早目に

来るのでしょうけれども、今のこの３月、発注してから今の内容を煮詰めて、検討して、でき上がって説明、

資料をつくるというけれども、早くしないと車が来てから何キロまでいいですとか、こうだということをで

きる資料がないと乗車できないわけですよね。その辺はいかがですか。早目にでき上がりますか、車が来る

前には。

〇委員長（今村好市君） 係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 既に社協のほうでは管内の社会福祉協議会が全てこういう貸し出しを
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行っておりますので、そこら辺の調整をしております。予算をとる段階ではそういうきちんと決まり事がな

いと購入には持っていけないというお話もしておりますので、かなり詰めて考えておりますので、ありがと

うございます。

〇委員長（今村好市君） 黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） 先ほど軽の車ですけれども、今度新しいのに乗りかえるわけですけれども、貸し出

しでどのくらいのそういう方が、車椅子の方がいらっしゃるのですか。大体でいいですけれども。

〇委員長（今村好市君） 玉水係長。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 現時点で昨年までのところになりますと、345回の貸し出しがありま

した。

ただ、やはり軽の余り新しくない車でしたので、通常の通院等が主な利用だったようです。

〇委員長（今村好市君） 黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） ですから、人でいえば何人ぐらいの方がいらっしゃいますか、町はどのくらいの方

が。これは345回というのは回数ですよね。人は。わからなければいいです。

〇社会福祉係長（玉水美由紀さん） 済みません、大変申しわけありません。実数でこの方が使うかどうか

というところの人数までは把握していません。申しわけありません。

〇委員長（今村好市君） 黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） やはり軽から大きい車になるということは利用度、利用価値はかなりなると思うの

です、年間考えても。せっかく何百万円という車を買って、軽から大きい車になったわけですから、遊びが

ないよと、使わないほうがいいかどっちかといったらわかりません。置いていったほうがいいのか、使って

万が一事故でもいろいろあるでしょうけれども、車は動いたほうが利用稼働あるわけですから、その辺をぜ

ひ利用ができる人たちにうまく回していただいて、待機者ではないけれども、今日は使っていますよと、恐

らく予約か何かでやるのでしょうけれども、ぜひその辺のところをうまくやっていただければいいと思うの

ですけれども、答弁いただいて終わりにします。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） この関係、大きい、大きいといいましても1,500ccクラスです。ワゴン車で

はございません。要はデイサービスとかの送迎車はワゴン車という形で2,000ccクラスの車になるかと思い

ますが、フィットとかラクティスとか、それぐらいの車と理解していただければと思います。

今まではジムニーで軽自動車だったのですが、少し大きくさせていただいて、なおかつ玉水係長言われた

とおり、今までだと後ろに車椅子ごと固定して移動だったです。そうすると、やはり車椅子でクッション性

もないし、がたがたはするし、障害者の方は非常に不安の中で車に乗っている。そういうものを解消するた

めに助手席があいて、がっと下がって、車椅子から助手席に乗って、それで上がって収納されて、ちゃんと

シートベルトもできるという形の中で利用頻度は多くなるのかなというふうには感じております。そういう

ところも含めて、社会福祉協議会と連携しながらＰＲ活動も加えて委員さんご指摘のとおり、あきがないぐ

らいな貸し出しにしていきたいなというふうには思っていますので、ご理解いただければと思います。

〇委員長（今村好市君） よろしいですね。

ほかに。
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亀井委員。

〇委員（亀井伝吉君） 子育て支援係の９ページ、10ページなのですが、学童クラブの開設日数基本額が学

童によって違うのですけれども、これは人数によってかなと思うのですけれども、それと計算式で長時間開

設加算額の10時間マイナス８時間というのと、12時間マイナス８時間というのがあるのですが、この意味を

教えていただきたいのですけれども。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） まず、開設日数なのですけれども、これにつきましては、例えばお盆

を休むところ、休まないところ、あと幼稚園などでやっているところについては園の行事等で受け入れがで

きない日があるというような差でございます。それによって、開設の日数が異なるということになってござ

います。

長時間につきましては、１日の開設時間数によって８時間を超える部分が対象となるものでございまして、

そらいろクラブにつきましては１日の時間が長く設定されているものですから、この長時間加算について金

額が多くなっているところでございます。

〇委員（亀井伝吉君） 基本額というのは日数で算定しているわけですか。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） 基本額につきましては、人数も関係してございます。10人から19人の

枠、20人から35人の枠、36人から45人の枠につきましてそれぞれの基本額があります。それに計算式を当て

はめての算出となります。

〇委員（亀井伝吉君） わかりました。ありがとうございます。

〇委員長（今村好市君） 私のほうから１点だけお願いをしたいと思いますが、南保育園、旧の。あそこの

遊具がちょっと危ないので、撤去したらどうかねという前から話をしておったのですが、これは固有財産で

福祉課の管轄ではなくなってしまったのかどうかわかりませんけれども、園舎も当然なのですけれども、遊

具を子供が使うと、もし点検をしていないと危ないと思いますので、多分恐らく使っている子供もほとんど

いないというふうに思うので、撤去したほうがいいのかなと思うのですが。

それと、園舎についてもぼちぼち考えてもらわないと空き家対策の話になってしまいますので、その辺の

検討は、今年度予算にはちょっと見た限りないようなのですけれども、どうなのでしょうか。

小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） 以前今村委員長のほうからご指摘があった、その日のうちに遊具の関係を見

に行きまして、危険であるかどうかというところも踏まえまして確認をしてきました。なおかつブランコに

つきましては、まだブランコの台ですか、座るところがそのままだったので、ブランコの座る台はもう撤去

をしまして、なおかつ虎ロープ、黄色と黒のロープを張りめぐらして、ここでは遊べませんという表示をさ

せていただいて、撤去とは至らず、子供が遊ばないような対応はこの間指摘された当日にさせていただきま

した。

それと、南保育園の園舎のほうでございます。これにつきましては、いろいろ考えている中で、場合によ

ってはあそこで学童というのもあるかなというところの中で残させていてもらった部分があるのですが、い

かにもそこから年数がたってしまいまして、老朽化のほうが進んだというのが実情でございます。そういっ
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た中、あしたが3.11ですけれども、そのときに５年前です。南の南部公民館で受け入れをやりましょうとい

うようなところで町民から布団とか冷蔵庫とかいろいろもらったものというもので、それをまだあそこの遊

戯室の中に入っています。布団につきましても大量に購入させていただいて、被災したうちというところで

新しいのはまだあそこへ保管させてもらっています。それは、通常って言ったら失礼ですが、火災になった

ときとか、そういう部分のときに災害のときのということで今でも使わせてもらっております。そういった

中で物置的にもなっている部分があるのですが、この辺もいずれは撤去していかなければならないというの

は自覚をしております。今後小学校の再編を踏まえながら、その辺とあわせていろいろ検討していくべきか

なというふうには感じております。とりあえずそういう対策だけはとらせていただいて、今後検討していく

ということでご理解いただければと思います。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 地元が心配しているのは小学校再編で、保育園みたいに小学校はならないと思う

のですけれども、ああいうふうになってしまうと、中心地にああいうものが残ってしまうというのはちょっ

といろんな面で問題があるのだろうということなので、早い時期にどうしても使わないというのが判断がで

きれば整理して、きちんとしてあったほうが小学校再編なんかにおいても地元としてはいいのかなと思うの

で、ぜひ検討してください。お願いいたします。

ほかに、２巡目になりますが、荒井委員。

〇委員（荒井英世君） 子育て支援ですけれども、17ページ、子ども・子育て会議運営事業とありますね。

予算額云々というより基本的なことをお聞きしたいのですけれども、この運営会議については、子ども・子

育て支援事業計画、27年度から31年度の計画ですけれども、それの進捗管理、それから点検評価、毎年度実

施するという会議だと思うのですけれども、年２回、15名で編成していますよね。昨年度年２回会議する中

で、例えばいろんな意見とか要望とか出たと思うのですけれども、そういったものが28年度の事業の中でど

ういった形で反映されてきたのか、まずその辺を。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） この関係につきましては、27年度、先日３月１日に開かさせていただきまし

た。このとき子育て支援計画の説明をさせてもらいながら、なおかつこういうことで新しい事業展開をして

いますというようなところで委員の皆さんご理解をいただいて、要望等はそんななく終わっているというの

が実態でございます。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 荒井委員。

〇委員（荒井英世君） 思うのですけれども、例えば子ども・子育て支援事業計画、これと今回の総合戦略、

リンクしていますよね、かなり基本的に。例えば先ほどから出ています総合戦略全体の中の点検関係、要す

るに検証関係、それも当然必要でしょうけれども、こういった運営会議があるので、できれば子育てに特化

したものにすれば、子育てについてはこういった運営会議で一つの点検、それをもうちょっとうまくできる

のかなという感じがしないでもないのだけれども、だから改めて総合戦略全体でやる、一つつくるのもいい

のでしょうけれども、もっとこういった、要するに15名の方以外と現場の方ですよね。そういった本当に現

場の考えが出てくるので、こういった運営会議の中で点検関係、それもやったらいいのではないかという感
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じがするのですけれども、どうでしょう。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） 総合戦略を策定する計画の段階の中で子育て部会がございます。その中で、

この15名全員ではないですけれども、施設を含め、あとは利用者を含め、そういう形の中で総合戦略の子育

て支援部会のほうの計画は策定しております。だから、意見も聴取していますし、そういう形の中でこの計

画ができている、その中でＫＰＩを求めていくということになっていますので、その辺は、この子育て支援

会議、全員ではないですけれども、各分野で保育園代表とか、幼稚園代表とか、ＰＴＡ代表とか、そういう

方々あるいは施設の代表ということで保育園とか幼稚園、こども園の園長クラスが入ってきたりということ

でやっていますので、ご理解いただければと思います。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 荒井委員。

〇委員（荒井英世君） そうしますと、今後の課題でしょうけれども、総合戦略の中で一つの点検体制をつ

くりますよね。その中にも基本的にこういった子育て関係の現場の人も当然含まれていると考えていいので

しょうか。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） 総合戦略の計画をつくる段階まではそういう形でやらさせてもらいましたと

いうことでお答えさせていただきました。今後については、新しい事業展開の中で、またなっていくことで

ございますので、企画財政課のところで聞いていただければと思うのですが、申しわけありません。よろし

くお願いします。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

ほかに。

青木委員。

〇委員（青木秀夫君） 今配付された資料の中で、子育て世代の臨時特例福祉給付金というのは、これどこ

にのっているのですか。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） 子育て世帯臨時特例給付金につきましては、26年度には１万円の支給、

27年度には3,000円の支給ということでございましたけれども、28年度につきましては国のほうでもこの事

業を行わないということで計上させていただいておりません。

〇委員長（今村好市君） ほかに。

〇委員（青木秀夫君） 23ページの俗に言う児童手当のことなのですけれども、いろいろ時代が時間がずれ

てくると変わってきて、最近国の負担が７割ぐらいになってしまったのですか、町の負担がこれ15％ぐらい

の負担になって、年々増えているみたいですよね。国が減って、町の負担が割合が増えているという。これ

去年と比べると同じですか、これ。二、三年前から比べると、随分これ町の負担というか、市町村の負担が

増えていますよね。概略でいいですよ。

〇委員長（今村好市君） 財源内訳ですけれども、誰。

川島係長。
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〇子育て支援係長（川島好太郎君） 児童手当につきましては、25年度につきましては２億2,000万円、26年

度につきましては２億1,500万円、27年度については２億700万円ということで支出については減少しており

ます。

〇委員（青木秀夫君） それ聞いているのではないのだ。

〇委員長（今村好市君） 財源内訳、国、県、町の負担割合が変わった……

〇委員（青木秀夫君） 財源の割合、町の負担割合を聞いているのです。変わってきていますねと。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） 負担の計算につきましては、去年、今年等は変化がないところです。

〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） 変わっていない。だけれども、５年前とは随分変わったでしょう、これ。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） この辺につきましては、非常に難しいところです。というのは、一時民主党

政権のときですか、そこまでさかのぼってしまいますが、初め児童手当でやっていたものが、今度は子ども

手当というふうに変わりまして、その次に子ども手当特別措置法というのができまして、その次にまた児童

手当となってきたという、その辺で国、県、町の負担割合が変わってきているのかなというふうに思ってい

ます。

〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） 町長に聞きたいのだけれども、この負担割合というのは一方的に国から押しつけら

れるわけね。児童手当を支給するのだけれども、国がこれだけに下げますよと。県と町で何％と負担してく

ださいというように一方的にされるのですか、今のところは問答無用で。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） この国、県、町の負担割合についてはそういうことです。そういうことで、

国のほうからこれだけですよという形の中でやらさせてもらっているということになります。

〇委員長（今村好市君） ほかに。

時間もう来ていますので、あと１つだけ。

青木委員。

〇委員（青木秀夫君） 子育て支援係の13ページをお願いします。

ここに紙おむつ補助事業とありますよね。これは町の単独事業なのですか。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） こちらのほうなのですけれども、当初につきましてはまち・ひと・し

ごと創生総合戦略の中での補助ということになっていたのですけれども、28年度からは単独ということにな

ります。

〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） 去年は国から出たのですか、お金。今年は町の単独事業なのですけれども、この内

容、対象者というのは、これは所得制限なく、全ての人に対して申請すれば補助するというような仕組みに

なっているのですか。内容について先ほどちょっと説明を受けたのですけれども、ちょっと聞き漏らしてし

まったのですけれども、これは１枚当たり2,000円の給付券を12カ月分というと、子供１人当たり２万4,000円
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分支給されて、これはさっきやったのですが、使っただけ支給すると。余ったものは返還してもらうと、そ

ういうような感じで支給されているのですか。

〇委員長（今村好市君） 川島係長。

〇子育て支援係長（川島好太郎君） こちらのほうにつきましては、年度年度で券を配らせていただいてお

ります。なので、余った分があったとすると、そこの年度が終わった時点で使えなくなってしまうものです

ので、特に返還を求めてはおりません。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） この関係につきまして、委員さんおっしゃられるとおり、例えば2,000円券

ですので、2,000円よりも低い金額で購入するとおつりは来ませんというようなところがまず１点あるかと

思います。

それと、生まれた月が例えば９月だとすれば９、10、11、12、１、２、３の７カ月分を配らせていただい

て、次年度残りの分を配らせていただくという形になります。したがいまして、その子がどの月に生まれて

も１年間分の２万4,000円はその家庭には行くという形になります。

〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） それで、保護者、親ですけれども、申請主義なのでしょうけれども、所得のある人

でも結構申請している人は多いのですか。大体対象者がどのぐらいこれ受給申請しているのか。

〇委員長（今村好市君） 小野田課長。

〇福祉課長（小野田博基君） この間からずっと出生者数が少ないということで昨日の議会の中でも、ある

いは所管事務調査の中でも３月８日現在で50人。出生の届けを住民課の窓口のほうへ来た段階でこちらのほ

うへ回ってくるシステムになっていますので、漏れはないかと思うのですけれども、そういった中でやって

いくという事業で、申請主義といえば申請主義ですけれども、自動的にこの受け付けをしてもらって、これ

は所得云々に関係なく出生して、子育て支援という意味合いを持ちまして支給をさせていただいているもの

でございます。当然予算のほうは一応90人を見てあります。だけれども、実際は27年度には50人ぐらいだっ

たということです。来年は90人になるように期待します。

以上です。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。ありがとうございました。

時間も経過をいたしましたので、以上で福祉課の審査は終了したいと思います。大変お疲れさまでした。

ここで昼食のため休憩をとりたいと思います。

再開については、１時から教育委員会関係を行いますので、よろしくお願いいたします。

休 憩 （午前１１時４０分）

再 開 （午後 １時００分）

〇委員長（今村好市君） それでは、時間になりましたので、再開をいたします。

続きまして、教育委員会関係の予算の審査を行います。

説明をお願いいたします。説明については、新規事業、重点事業を中心にお願いができればというように

思います。それと、28年度については地方創生事業、総合戦略事業についても説明をお願いしたいと思いま
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す。

それでは、要点説明ということでよろしくお願いいたします。

多田事務局長。

〇教育委員会事務局長（多田 孝君） 教育委員事務局のほうから平成28年度の予算につきましてご説明を

申し上げたいと思います。

まず、私のほうからは全体のご説明をさせていただきまして、それぞれの係、館につきましては担当から

ご説明申し上げます。

皆さんご存じのとおり、次第にもありますけれども、教育委員会３つの係、そして４つの公民館のほうか

ら成り立っております。それらの全体の関係ですが、まず歳入からでございますが、1,069万1,000円という

ことで、予算書にはないかと思いますが、各係、公民館を足し上げた数字、歳入が1,000万円差金になって

ございます。昨年に比べまして、約400万円ほどの減額となっております。これにつきましては、後ほど説

明もあるかと思いますが、幼稚園就園奨励費の補助金が認定こども園への移行によりまして、この分の国庫

補助金が減額となっているというものでございます。その他ほかの公民館等はそんなに歳入に関しては変更

はございません。

それから、歳出のほうに移りますが、歳出では全体では２億2,890万3,000円ということになってございま

す。昨年と比べまして約3,500万円ほど増額となってございます。率にしまして18％の増ということでござ

います。大きくは総務学校係関係になりますが、先ほどもお話ししました幼稚園就園奨励費補助金、それか

ら幼稚園の運営補助金、そして中学校で工事がございました中庭の雨水配管工事ということ、これらが全て

減額となっておりまして、約1,700万円の減ということでございます。

それから、中央公民館では大きく増加しております。中央公民館の大ホールの天上改修工事ということで

5,400万円ほど増額ということになってございます。

それから、スポーツ振興係のほうですが、100万円ほど減額ということでございます。工事費関係が占め

ているわけですが、渡良瀬運動場のクスノキの剪定の工事が昨年度で終了したということで減額ということ

になってございます。

私のほうからは説明以上とさせていただきまして、各係、館ごとの説明に移らさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。

〇委員長（今村好市君） 坂田係長。

〇総務学校係長（坂田俊二君） お世話になります。

総務学校係、歳入の２ページになりますが、先ほど局長のほうからも話がございましたけれども、平成27年

度、まきば幼稚園については認定こども園ということで既に運営のほうを行っているわけでございます。ま

た、ひまわり幼稚園につきましても28年度から認定こども園の認定を受けるというようなことになっており

ます。そういったことで平成28年度についての国庫補助金等については、存目だけを残しまして1,000円の

計上をさせていただいているところでございます。

次に、歳出のほうに参りますが、総務学校係６ページになります。外国青年招致事業ＪＥＴプログラムで

ございます。特に７ページに参りますけれども、その他の報酬ということで１節にございますが、外国語指

導助手報酬でございます。現在３名の名前が28年度記載されているわけでございますけれども、一番上のサ
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ルバドール・ナバにつきましては、一身上の都合ということで２月29日をもって退職をしてございます。そ

ういった関係で、４月１日にＡＬＴの配置をということで、今般債務負担行為補正ということで補正のほう

を上程させていただいているところでございます。200万円の限度額として外国語指導助手の業務委託料を

計上させていただいているところでございます。現在この関係ですが、プロポーザル方式ということで３業

者のプレゼンのほうを検討していきたいということで計画を至急進めているところでございます。そんな関

係で、サルバドール・ナバ、32万5,000円掛ける５カ月分については既に３月補正のほうで上程をしてござ

いますので、162万5,000円のほうが減額という形になるということでご理解いただければと思います。その

ほかマシュー・ミランダ、カーティス・レニハンにつきましては、現在２年目の任期中ということでござい

ます。引き続きお願いをする予定でお願いしてございます。

また、新規招致外国青年ということで28万円掛ける９カ月、７月から３月分ということでございますけれ

ども、今現在３人ということで行っているわけでございますが、８月以降については４人という形で板倉町、

ＡＬＴのほうを任用していきたいというふうに考えております。１人追加という形になります。252万円の

予算を計上してございます。

また、先ほどサルバドール・ナバのほうが退職という形で民間委託のほうを進めているわけでございます

が、４月から７月までという形で、８月以降についてはＪＥＴプログラムのほうを採用していければという

ふうに考えているところでございます。そういった形で８月から３月分の８カ月ということで224万円のほ

うの予算を計上しているわけございます。

さらに、次のページになりますが、８ページになります。12節の役務費でございますけれども、そういっ

た関係で４名のＡＬＴという形でアパート損害保険料、今までは３棟でございましたが、１棟追加というこ

とで４棟の損害保険料とお願いしているわけでございます。さらには住宅更新料ということで、住宅借り上

げ更新料についても６万円掛ける１棟を追加、計上という形で予算のほうを計上しているわけでございます。

さらに、18節の備品購入費でございますけれども、新規招致外国青年家電製品購入費ということで19万円

ほど予算のほうを計上させていただいております。さらには外国青年通勤自転車ということで４万円、計23万

円を予算計上しているわけでございます。特に家電製品については冷蔵庫、洗濯機、電子レンジ、ガステー

ブル、こういったものが主な購入予定でございます。

次に、10ページになります。事務局運営費でございます。11ページに詳細のほうがあるわけでございます

が、特にここで変わったところについては、11節需用費の03番になります食糧費でございます。皆様方には

大変お世話になっております小学校再編準備委員会ということでのお茶代ということで４万800円のほう、

予算を計上してございます。特に変わったところについては、事務局についてはごらんのとおりという形に

なります。

次に、奨学金資金貸与事業でございますけれども、14ページになりますが、これについても今年度同様、

奨学基金利子繰出金ということで、年２回の利子繰出金ということで8,000円のほうを予算を計上している

わけでございます。

次に、15ページから17ページにつきましては、この後小林指導主事のほうから申し上げますので、飛ばし

ていただきます。

18ページに参ります。小学校施設維持管理費でございます。具体的には19ページになりますが、11節の需
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用費の修繕料でございます。これについては320万円、４校分で計上しているわけでございます。１校80万

円ということでございます。ここに書かれているとおり、施設の維持管理修繕ということで、窓ガラス、ト

イレ、遊具、照明等の修理が中心としての予算を計上しているわけでございます。これについては前年度同

額でございます。

さらに、そのページになりますが、13節の委託料でございます。建設事業委託料でございますが、東小学

校図工室雨漏り改修工事設計監理業務委託料でございます。これについては、この後も工事費で申し上げま

すが、東小学校の工事に伴う設計監理委託料でございます。

次のページ、20ページになります。特に委託料の中の中段から下になりますが、樹木剪定処分委託料とい

うことで昨年にないものがのっております。これについては、各小学校の樹木の剪定委託料でございます。

西小につきましては11万7,000円を計上させていただいております。桜、カツラの枯れ木伐採、またセンダ

ンの剪定ということでございます。南小学校につきましては、103万5,000円を計上させていただいておりま

す。特に体育館の南の樹木の剪定、また校庭南側の桜の剪定を中心として行うものでございます。北小学校

ですが、10万円ほどの予算を計上させていただいております。体育館周辺の高い木の枝落としを中心とした

剪定でございます。

次に、21ページ、工事請負費でございます。先ほど申し上げましたが、東小学校１階の一番東側になりま

すが、校舎東側になりますが、図工室がございます。部屋の奥に天井がもう薄黒く雨漏りがした跡が残って

しまっております。そこの改修工事ということで130万円ほど予算を計上させていただいているものでござ

います。特に外壁等から雨が浸入しているというような状況でおります。そういった中で、外壁とか雨漏り

のほうの修理をしていきたいというふうに考えているものでございます。

さらに、南小学校ですが、遊具ブランコ改修工事ということで46万円ほど予算を計上をとらせていただい

ております。これについては、今現在ブランコがあるわけでございますけれども、非常に老朽化が進んでお

りまして、ブランコの交換をするものでございます。今現在は６人用のブランコということでありますが、

現在子供さんのほうも非常に少なくなってきておりますので、４人用のブランコのほうを設置する予定でご

ざいます。

次に、22ページに参ります。教育振興事業でございます。23ページにその内訳等があるわけでございます。

18節備品購入費でございます。各教科共通教材備品購入費でございますけれども、東小学校についてはホワ

イトボード、音楽鑑賞表現、プロジェクター等を含めての48万円ということでの予算を計上させていただい

ております。西小学校につきましては、算数の透明立体模型、大型三角定規、理科の顕微鏡等を入れたもの

で87万9,000円の予算を計上させていただいております。南小学校につきましては、やはり理科の放電器セ

ット、またプロジェクターということで21万4,000円のほうを予算を計上とらせていただいております。北

小学校につきましても音楽用の学校用オルガンソフト、太鼓、体育用のシステムストップウオッチ等々、教

材備品のほうの予算を62万7,000円ほど予算を計上させていただいております。

図書購入費につきましては、ごらんのとおりの予算を要求をするものでございます。例年どおりの予算要

求ということでございます。

次に、24ページになりますが、要保護及び準要保護児童援助事業費でございます。これについては、例年

実施をしているものでございます。特に前年度実績を踏まえて今年度20節になるわけですけれども、予算の
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ほうを計上しているところでございます。

次に、26ページになりますが、これについても特別支援教育就学奨励費事業でございますが、昨年と同様

に進めている事業でございます。これについても前年度実績を踏まえて今年度予算を要求しているものでご

ざいます。

次に、28ページになります。中学校施設維持管理費でございます。29ページに詳細のほうがのっているわ

けでございます。修繕料として120万円、昨年と同額の施設修繕のほうの予算を計上しているわけでござい

ます。

さらに、13節の委託料につきましても昨年とほぼ同様の委託料のほうの実施をしているわけでございます。

特に委託の中で一番、29ページの下になりますが、昨年27年度、今年度ですが、建物及び建築設備等定期調

査委託料、建築法12条検査ということでございますけれども、来年度については２年に１度ということでの

実施になりますので、ございません。そういったところでの予算が減っているものでございます。

次に、31ページになります。教育振興事業でございます。詳細については32ページになるわけでございま

す。18節の備品購入費でございます。図書購入費についてはごらんのとおりでございます。

次の各教科共通教材備品購入費でございますが、ごらんのとおりということになるわけでございますけれ

ども、特に下から２番目に吹奏楽のトランペット８万7,000円のほうを28年度予算要求をしてございます。

これについては、現在あるものが非常に古くなってしまいまして、音が出にくいというようなところでの更

新という形で８万7,000円のほうの予算を要求しているものでございます。

次に、33ページになりますが、これについても先ほど小学校同様、要保護及び準要保護生徒援助事業費で

ございますが、34ページに明細等があるわけでございます。これについても昨年というか、今年度の実績を

踏まえて28年度予算を要求しているものでございます。35ページ、特別支援教育就学奨励費事業についても

準要保護同様の対応で進めているものでございます。

以上で説明のほうを終わります。

〇委員長（今村好市君） 小林指導主事。

〇指導主事（小林浩子さん） ありがとうございます。お手持ちの15ページをお開きください。総務学校係、

教育研究所充実事業になります。

まず、説明の前に、27年度の事務事業評価におきまして、この事業の中の教育相談業務、大変すばらしい

というご評価をいただきまして、教育相談のさらなる充実をということでご回答いただきましたので、28年

度予算のほうで学校のほうにさらに充実するためにということを諮りましたところ、マイタウンティーチャ

ー、少人数等指導員のことです。それから、特別支援教育支援員、板倉中学校でそれぞれ１名ずつ増員して

ほしいという依頼がありまして、そちらのほうの計上にかえさせていただきました。ありがとうございまし

た。ここにはちょっとのっていないので、前もって報告させていただきます。

16ページをお開きください。16ページには大きな変化がある金額等はございません。先ほど説明しました

事務事業評価の中に東洋大学のこともございましたので、一番下にあります東洋大学との連携授業時燃料代

等というところで27年度、おかげさまをもちまして、東洋大学の連携授業のほうはほぼ95％に近い５年生の

出席率の授業を開催することができました。28年度も中身を充実させて行っていきたいということでこのよ

うに燃料費ですけれども、計上させていただいております。
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続きまして、17ページになります。17ページの一番上の段、印刷製本費ということで研究所の印刷製本費

代10万円、それから町協議ニュース印刷費ということで27万円、計37万円計上させていただいておりますが、

前々年度と比べまして160万円ほどの減になっております。昨年度は社会科副読本を作成いたしまして、そ

の分が少なくなっております。この社会科副読本は４年に１回つくっておりますので、また４年後に予算計

上をさせていただきたいというふうに考えております。その他の項目につきましては大きな変化はありませ

ん。

小林からの説明は以上となります。ありがとうございました。

〇委員長（今村好市君） 石川係長。

〇生涯学習係長（石川英之君） 生涯学習係の１ページをお願いします。

歳入の見積もり総括表でございますけれども、全体で981万4,000円となっております。前年比全体で141万

1,000円の減でございます。主な要因といたしましては、文化的景観保護推進事業補助金、雷電神社参道整

備に関する関連の142万5,000円の減によるものでございます。

２ページをお願いいたします。文化的景観保護推進事業補助金でございます。文化的景観道路整備事業、

これは雷電神社の整備にかかわる参道整備費でございますけれども、1,755万円の国庫補助２分の１という

ことで877万5,000円の計上となっております。

そのほか整備をする場合、保存活用検討委員会の立ち上げが必要だということでその報償費７名分でござ

いますけれども、15万円の２分の１の７万5,000円の計上、それと旅費面で7,500円の計上となっております。

合わせて885万7,000円の補助金の額ということになります。

４ページをお願いいたします。歳出でございます。全体525万5,000円でございます。前年対比全体で183万

4,000円の減となっております。主な要因ですけれども、文化財保全活用事業の県と町指定文化財修繕等の

申請等が今回出なかったことに伴う町補助金の207万8,000円の減によるものでございます。

５ページをお願いいたします。生涯学習推進事業でございます。予算額27万円、15万円の増でございます。

主な内容ですが、６ページをお願いしたいと思います。13節委託料、小中学校家庭教育学級委託料でござい

ます。これにつきましては、平成27年度、議会の事務事業評価によりまして、学校へ委託をしないで各学校

独自で予算化して実施したほうがいいということもありまして、実施をしたわけですけれども、講師謝金と

か報償費、需用費なども含めてちょっと運用等が難しいということで、28年度はまた委託事業として計上し

て、事業の充実を図っていくということで今回改めて計上させていただいております。１校３万円の５校分

で15万円でございます。

７ページをお願いいたします。文化財保存活用事業でございます。140万2,000円、203万2,000円の減でご

ざいます。主な要因ですけれども、先ほどもお伝えしましたけれども、県と町の文化財修繕等の申請がなか

ったということで、それに伴う減ということになります。

９ページをお願いいたします。主な内容ですけれども、13節委託料がございます。指定文化財管理委託料

48件分の既設指定53万円、それと新規分１万円、合わせて54万円の計上となっております。

それから、19節負担金補助及び交付金でございます。これは今も申し上げましたけれども、県と町指定の

修繕等がなかったことに伴う減でございますけれども、今回これは毎年雷電神社の末社保存点検事業補助金

については計上させていただいておりますけれども、２万5,000円の計上となっております。前年対比207万
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8,000円の減となっております。

10ページをお願いします。文化的景観保護推進事業でございます。43万5,000円の計上です。６万6,000円

の増となっております。主な内容でございますけれども、11ページをお願いいたします。先ほど歳入で申し

上げました保存活用検討委員会の報償費15万円の計上です。これについても50％補助ということになります。

13ページをお願いいたします。無形民俗文化財継承育成事業でございます。38万6,000円でございます。

前年同額となっております。主な内容となりますけれども、19節負担金補助及び交付金で無形民俗文化財育

成補助金、11団体分に対する補助でございますけれども、30万2,000円の計上でございます。

15ページをお願いいたします。芸術文化振興事業でございます。72万8,000円の計上です。これも前年同

額となっております。主なものとしては１の需用費、主に教養講座関連でございますが、印刷製本費で11万

5,000円、それと講師派遣委託料として50万円の計上となっております。

それから、17ページをお願いいたします。青少年教育総務事業でございます。これについてもほぼ前年同

額となっておりますが、本年度予算額203万4,000円の計上でございます。主な内容でございますが、18ペー

ジ、19節負担金補助及び交付金でございます。この中の補助金でございますけれども、青少推事業、それと

町子育連事業等に対する町補助金ということで、それぞれ21万1,000円と140万円の計上となっております。

主な内容としては以上となりますので、よろしくお願いしたいと思います。

〇委員長（今村好市君） 中央公民館長、宇治川館長、お願いします。

〇中央公民館長（宇治川公三君） 続きまして、中央公民館１ページ、歳入見積書総括表をお開きください。

中央公民館の歳入でございますけれども、中央公民館使用料及び教育支援体制等構築事業の参加負担金とい

うことでございます。昨年同額の11万円を計上しております。

続きまして、歳出関係でございますけれども、３ページをお開きください。３ページの新規といたしまし

て、中央公民館大ホール天井等改修事業5,407万6,000円、学級講座開設事業40万3,000円、図書の充実事業

208万8,000円、教育支援体制等構築事業27万7,000円でございます。

４ページをお開きください。新規事業の中央公民館大ホール天井等の改修事業でございますけれども、内

容の関係ですけれども、天井の改修、空調関係の改修、また照明関係の改修、放送の設備の改修、大きなも

のはその４点でございます。特に天井につきましては、材料が軽量なものを使用するということで耐震断熱

ボードを使用します。356.2平米面積ありますけれども、全面張りかえということで行っていく考えでござ

います。また、空調でございますけれども、冬期につきましては床と天井の温度差につきまして、天井のほ

うに温かい空気がこもってしまうということで、床のほうは寒いということを改善するようにということで

エアースイングを設けたいと考えております。中央天井に８台、あとはステージに向かって左右５台ずつ強

制的に空気を流すということでございますけれども、今ある空調の送風のダクトに直接つなぐということを

考えていまして、冬場、これまで温かい空気を時間かかっておりましたけれども、このエアースイングを設

置することによりまして、部屋全体の温度をこれまでよりも短くしたいということで考えております。また、

照明に関しましては、ＬＥＤの照明70台設置して、これまでよりも明るく調光したいということで考えてお

ります。また、放送設備につきましては、当初からあります、もう経年劣化ということでパワーアンプと、

また天井のスピーカー等を新しく取りかえるということを考えております。また、工事の期間でございます

けれども、10月の町民文化祭には工事が終わるようにということを考えておりまして、９月いっぱいまでに
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工事は完了ということで進めていきたいと考えております。

それに、５ページをお開きください。そういうことで、予算的には大ホール天井改修等工事の工事の管理

業務委託90万円、それと大ホール天井等の改修工事費4,917万円計上させていただきました。

続きまして、10ページをお開きください。10ページの15節の工事請負費の中に第１会議室エアコン取りか

え工事128万9,520円計上させておりますけれども、第１会議室、３台のエアコンがあるわけですけれども、

夏のクーラーが３台のうち２台、今故障中でございます。そういう中で同じ年度に設置したものですので、

３台今回は新しく設置をしたいということで計上させていただきました。

続きまして、12ページをお開きください。学級講座開設事業でございます。40万3,000円でございますけ

れども、内訳につきましては13ページをお開きください。講師謝金、今回は11の種類の事業を行いまして、

全67回分を講師謝金として積算しております。内容につきましては、今回健康づくりということで保健セン

ターと共同の中で健康教室等を開いていきたいということで考えております。また、ポトス倶楽部なのです

けれども、中央公民館には男性の方々が教室になかなか参加しづらいということで、男性だけの教室を５回

開いていきたいということで考えております。

続きまして、14ページをお開きください。図書の充実事業でございます。208万8,000円計上させていただ

きました。中身につきましては15ページになりますけれども、主に備品購入費として132万円分の図書の購

入代、あとは絵本、紙芝居11万円、あとＤＶＤの購入費といたしまして42万円計上させていただきました。

次に、16ページをお開きください。教育支援体制等構築事業でございますけれども、これは「公民館に集

まろう」の体験教室でございますけれども、学校の外で公民館を使いまして、自主学習、また体験等を行い

まして、地域のボランティア、先生方にお願いするような形で行っております。13回分を計画しております。

中央公民館では以上です。

〇委員長（今村好市君） 東部公民館の川島館長。

〇東部公民館長（川島淳子さん） 東部公民館及びわたらせ自然館の説明をさせていただきます。

３ページをお開きください。まず、学級講座開設事業51万7,000円、昨年に比べまして２万5,000円の増で

す。図書の充実事業91万1,000円、昨年と同様でございます。

教育支援体制等構築事業27万2,000円、昨年より１万4,000円の増となっております。

それから、わたらせ自然館の各種教室開催事業５万5,000円、昨年同様でございます。

コンサート開催事業２万5,000円、昨年と同様でございます。

４ページ、５ページをお願いいたします。東部公民館の学級講座開設事業でございます。地域の方々が話

し合い、学び合い、そして楽しみ合える学習文化活動を推進するを目的に13教室講座、全体で83教室分を掲

げさせていただきました。42万3,000円です。昨年より３万5,000円の増となっております。

６ページをお願いいたします。14節の使用料及び賃借料で有料道路使用料が昨年より１万円の減となって

おります。今回ハイキング教室、これまで４回予定していたのですけれども、１回減らしまして３回といた

します。２万円の予算を掲げさせていただきました。

７ページ、図書の充実事業でございます。８ページをお願いいたします。備品購入費といたしまして、図

書購入代といたしまして1,500円掛ける275冊で計算いたしまして、41万3,000円を掲げさせていただきまし

た。また、ＤＶＤ購入費代といたしましては１本を１万2,000円と計算いたしまして、35本、42万円を計上
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させていただきました。

続きまして、９ページの教育支援体制等構築事業でございます。10ページをお願いいたします。中央公民

館同様13回分の予算どりをさせていただきました。全体で27万2,000円で１万4,000円の増となっております。

11ページ、これはわたらせ自然館の各種教室開催事業であります。昨年同様５万5,000円、教室といたし

ましては、おもしろ昆虫教室や野鳥観察教室、植物観察会、その他の教室といたしまして２万5,000円の予

算を掲げさせていただきました。

13ページ、コンサート開催事業、14ページをお願いいたします。消耗品２万円、それから印刷製本代

5,000円、昨年と変わりないのですけれども、今回２つのコンサートを計画いたしまして、今まで1,000円の

チケット代だったのを、講師をレベルアップではないのですけれども、有名な方をお呼びいたしまして、チ

ケット代2,000円で集まるかどうかちょっと内心心配もあったのですけれども、当日90名を超えるお客様方

が入ってくださって、大盛況に終わりました。１つは、春恵さんの二胡のコンサート、それから南米音楽コ

ンサート、どちらも90名を超えるお客様が入っていただきました。

東部公民館及びわたらせ自然館の説明は以上です。

〇委員長（今村好市君） 続きまして、南部公民館お願いいたします。

川島館長。

〇南部公民館長（川島 忠君） お世話になります。それでは、南部公民館の予算説明をさせていただきた

いと思います。

まず、３ページの見積もり総括表のほうをごらんになっていただきたいと思います。南部公民館全体予算

としましては377万3,000円を計上させていただいております。その中で、学級講座開設事業42万1,000円、

図書の充実事業21万5,000円、教育支援体制等構築事業24万5,000円がこちらの資料となっております。詳細

については、５ページから説明に入らせていただきたいと思います。

まず、学級講座開設事業でございますけれども、42万1,000円を計上させていただいております。内訳と

いたしましては、まず報償費、講師謝金でございますけれども、13教室77回分の講師謝金ということで38万

5,000円を計上させていただいております。そのほか需用費、消耗品、それぞれ３万円、それから食糧費に

6,000円を計上させていただいております。

続きまして、図書の充実事業でございますけれども、７ページのほうをごらんになっていただきたいと思

います。図書の充実事業、事業費予算総額21万5,000円でございます。消耗品としましては5,000円、備品購

入費の合計金額が21万円の計上となっております。その内容ですけれども、図書購入費、こちらのほうが15万

円、それから今回新たにのせてございますＣＤ購入費ということで、まずは3,000円ぐらいのものを20枚ほ

どちょっと予算計上してみたいということで６万円のほうを予算計上させていただいております。

そして、教育支援体制等構築事業９ページでございますけれども、こちらにつきましては総額24万5,000円

を計上させていただいております。こちらのほうがまず講師謝金でございますけれども、1,480円、１時間

740円でございますけれども、２時間分掛ける13回掛ける２名ということで３万9,000円の講師謝金を計上さ

せていただいております。それから、需用費につきましては消耗品、体験教室の13回予定しております材料

代でございますけれども、こちらが19万1,000円、そして食糧費としまして、指導者、教育活動推進委員へ

の飲み物や弁当代ということで１万5,000円を計上させていただいております。こちらには資料としてのっ
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てはおりませんけれども、管理運営事業の中で備品購入としまして、２階大ホールの屋内放送機器の交換と

いうことで今回54万6,000円を計上させていただいております。

以上で南部公民館の説明を終わらせていただきたいと思います。

〇委員長（今村好市君） 北部公民館、宇治川館長。

〇北部公民館長（宇治川正幸君） それでは、北部公民館の予算について説明したいと思います。

まず、歳入ですけれども、歳入については増の2,000円ということで省略させていただきます。

次に、３ページをお願いいたします。歳出、学級講座開設事業につきましては42万5,000円ということで

す。

図書充実事業につきましては25万3,000円、教育支援体制等構築事業24万5,000円、計で92万3,000円とい

うことで４ページをお願いいたします。学級講座開設事業につきましては、前年度と同額の42万5,000円と

いうことで、５ページをお願いいたします。まず、講師謝金ですけれども、これにつきましては13教室71回

の講師謝金で38万円、昨年と同額を計上いたしました。

次に、６ページ、図書の充実事業25万3,000円ということで、前年度より１万2,000円の減ということで７

ページをお願いいたします。まず、消耗品ですけれども、月刊誌購入代ということで２万7,000円の計上、

それと備品購入費ということで図書購入費、図書90冊分で14万6,000円、それとＤＶＤ購入費10本分で８万

円を計上させていただきました。

次に、８ページをお願いいたします。教育支援体制等構築事業、「公民館へ集まろう」ということで、昨

年より１万2,000円の増ということで９ページをお願いいたします。こちらにつきましては、講師謝金とい

うことで13回分掛ける４名で７万7,000円の計上、それと消耗品、材料代ということで15万3,000円を計上さ

せていただいております。それと、食糧費ということで講師の弁当代等々で１万5,000円を計上させていた

だきました。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 根岸スポーツ振興係長。

〇スポーツ振興係長（根岸信之君） では、スポーツ振興係のほうの予算の説明をさせていただきます。

１ページ目をごらんください。歳入でございますが、昨年同様プールの使用料ということで３万円のほう

を計上させていただきます。

続きまして、支出のほうでございますが、３ページ目をごらんください。新規１事業、そのほか２つの事

業についてご説明させていただきたいと思います。

４ページ目をごらんください。こちら新規事業といたしまして、海洋センターの照明ＬＥＤ化事業でござ

います。海洋センター、昭和58年に竣工してからもう33年が経過しております。そういったことから現在照

明20灯ございます。そちらを水銀灯からＬＥＤ化へする工事費といたしまして235万円を計上させていただ

きました。

続きまして、６ページ目をごらんください。スポーツ教室事業でございますが、こちらも昨年同様の11万

2,000円ということで計上させていただいています。教室につきましては、ごらんの５つの教室、報償費と

しまして10万5,000円、そのほか教室に係ります事業費としていたしまして7,000円を計上させていただきま

した。
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続きまして、８ページ目をごらんください。社会体育施設管理事業でございますが、本年度予算額が408万

1,000円、前年度と比べまして、約300万円の減額ということでございます。主に変更となったところ、増減

の多いところを説明させていただきます。

９ページ目をごらんください。11の需用費でございますが、その消耗品の中で02行政区再編に伴いますゼ

ッケンの購入ということで１区から15区、各30枚ということで54万円ということで、こちら54万円の増とな

っております。

続きまして、13節委託料でございますが、今年度154万4,000円、前年度と比べまして400万円近くの減額

ということでございますが、先ほど言いました渡良瀬運動場クスノキ剪定業務が終了したことから、こちら

減ということになっております。

12ページ目をごらんください。18節の備品購入費でございますが、こちら先ほど行政区再編に伴いまして、

新種目ということでユニカールの購入、あと綱引きの購入ということで新たなスポーツの振興を図っていき

たいと考えております。

以上簡単でございますが、スポーツ振興係の説明を終わらせいただきます。

〇委員長（今村好市君） ご苦労さまでした。

以上で説明が終わりました。

これより質疑を行います。

各委員さんから質疑をお願いしたいと思います。質疑ありませんか。

荒井委員。

〇委員（荒井英世君） 予算書のほうからちょっと質問します。

199ページ、小学校運営の関係なのですけれども、一番最後のところで芸術鑑賞負担金というのがあるの

ですけれども、これが21万6,000円計上されているのですが、これ前年度見ますと51万5,000円計上されてい

まして、かなり半分近くの減額、まずその減額理由と、同じ関連しているのですけれども、中学校の207ペ

ージ、上から３番目、芸術鑑賞負担金27万6,000円とありますよね。これ前年度計上されていないと思った

のですけれども、新規だと思うのですよね、こちらは。この辺のちょっと理由をお聞かせください。

〇委員長（今村好市君） 坂田係長。

〇総務学校係長（坂田俊二君） 199ページの小学校の芸術鑑賞負担金のほうから参ります。減額の理由で

ございますけれども、今年度については群響の移動鑑賞がございまして、その分が今年、28年度については

ございません。単独の鑑賞会という形になりますので、１人350円の負担金で予算のほうを計上させていた

だいているところです。

それと、207ページの中学校の関係の芸術鑑賞負担金でございますけれども、28年度については中学校の

ほうが群響の移動教室がございます。これについても３年に１度という形になっておりますので、今回700円

の393人分の予算を計上しまして、27万6,000円という形になっております。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 荒井委員。

〇委員（荒井英世君） 芸術鑑賞というのは、あくまで群響のあれに関してなのですか。それ以外の例えば

いろんな郷土芸能にしても何かいろいろありますよね、芸術については。そういったものというのはそうい
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うプログラムの中に組み込んでいかないのですか。

〇委員長（今村好市君） 小林指導主事。

〇指導主事（小林浩子さん） 先ほど坂田補佐のほうから３年に１回ということがありましたけれども、そ

れはもう県のほうの考えのもとやっているものですので、それ以外の２年間につきましては、ＰＴＡ本部役

員と学校とが諮りまして、小学校の場合はオープンスクールの午後ですか、済みません、授業の後というこ

とですね。例えば影絵を見たりとか、あるいは音楽を聞いたりだとかというものをその年度の役員さんと学

校とで話し合いまして、より望ましいものということで決めております。中学校につきましても中学校は保

護者は入ってきませんけれども、ふさわしいものをということで考えてやっております。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 荒井委員。

〇委員（荒井英世君） そうしますと、後者の３年に１回が群響ですよね。オープンスクールのときに例え

ばそういう芸術鑑賞部分をやるのですけれども、それはいろんな意味で子供たちには芸術的な部分、本物、

そういったものをいろいろ与えていくというのは重要だと思うのです。ですから、できれば、別に群響もい

いのでしょうけれども、それはもう群響ではなくてはだめだというのはあるのですか。

〇委員長（今村好市君） 小林指導主事。

〇指導主事（小林浩子さん） 私も役員になって県の会議に出席したことがないので何とも言えないのです

けれども、必ず中学校の校長先生や教員の方が役員になって協議会みたいのを持っておりますので、やはり

群馬で支えていく群馬交響楽団というところもあると思いますので、ちょっと済みません、詳しくないので、

そこまでしか言えないのですけれども。

〇委員長（今村好市君） 荒井委員。

〇委員（荒井英世君） 群響もいいですけれども、いろんな分野の本物の芸術をできればいろんな形でプロ

グラミングしたほうがいいと思うのです。ですから、その辺は今後の研究課題でしょうけれども、いろいろ

研究してみてください。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

ほかに。

小森谷委員。

〇委員（小森谷幸雄君） 重点テーマのほうの２ページ、黄色く塗った紙、今朝ほど渡された中でいろいろ

議論があった外国青年招致プログラム、いわゆるＪＥＴプログラムですけれども、基本的に来年度、28年度

からＡＬＴの先生を３人から４人に増員をすると、まずこの理由からお尋ねをしたいというふうに思います。

〇委員長（今村好市君） 小林指導主事。

〇指導主事（小林浩子さん） 委員さんもご存じのように、2020年から英語科ということで英語、今は５、

６年生、外国語活動ということをやっておりますけれども、外国語活動、名前が違うのです。それが……

［「小学校でしょう」と言う人あり］

〇指導主事（小林浩子さん） 小学校です。失礼しました。小学校では外国語活動という名のもと、５、６

年生が週１時間、年間35時間授業を行っております。板倉町では４年生以下も外国語活動という名前ではな

いのですけれども、週に１時間ないしは２週間に１時間ぐらいが、年間何時間ぐらいという目標を決めまし
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て、英会話のようなものを行っております。

2020年からは教科化になりまして、小学校でも英語の授業がスタートします。いわゆる今までは文字を書

くということがほとんどなかったのですけれども、書いたりということも含まれてきます。そんな中で、や

はり小学校の専門性のない先生方だけが行うというのもかなり不安なところもありますので、そこにＡＬＴ

が入ってネーティブの発音もしくはネーティブの、それから自分の体験に基づく文化的な側面だとか、そう

いうものを補えるためにも増やしていこうという考えのもと、２学期からです。ＡＬＴの任用というのは４

月からではないのです。夏から夏までという感じなのです。それなので、４月から７月までの１学期間は３

名なのですが、２学期からは４名体制で行っていこうというふうに考えております。板倉町の場合は４校あ

るのに、中学校を含めると５校ですから、それで４名というところが、ちょっと数字がおかしいなというと

ころがあるのですけれども、南小学校と北小学校の単学級の学校につきましてはお一人の方が訪問をすると

いう形で、それ以外の西と東、板倉中学校につきましては、お一人専属という形で考えております。ちなみ

に邑楽郡全体を見ますと、１校１人配置というところがほとんどになっておりますので、うちの場合はちょ

っと１校１人配置というところまでまだいっていないのですけれども、少しでも近づければなというところ

はあります。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 小森谷委員。

〇委員（小森谷幸雄君） 流れるようにちょっとお話しされたので、よく理解できないところがあるのです

けれども、2020年を目標に基本的には各学校で英語に携わる時間というのかな、英会話に携わる時間を増や

していこうということで、当町の場合は現状３人だったのを時期の問題は別です。６月から始まって先生の

就任される時期は向こうの学校の休みとかいろいろ違うのでしょうから、そういう意味で違うことはよく理

解できるのですが、2020年目標ということで群馬県の中でも何校か指定校で先行してやられている学校も多

分あるのかなと新聞などでちょっと見た経緯があるのですけれども、その中で１人増やせばいいのかどうか

も別として、我が町、当町の４小学校１中学校とそのレベルの中で、うちとしては先生を１人増やせばいい

のか、あるいは教育委員会として子供たちの英語教育をどうしていきたいのか、その辺のすり合わせ、いわ

ゆる目標設定というのかな、幼稚園が入るか、保育所が入るか、小学校低学年が入るか、高学年が入るか、

中学校が入るかわかりませんけれども、そういう一貫した流れの中でＡＬＴの先生を導入することによって

多少なりとも英語教育を上げていきたい。ＡＬＴの先生のほかに教科担任の英語の先生は当然いらっしゃる

わけですよね。ですから、そういった中で誰を目的と言ったら失礼ですけれども、子供たちが目標なのです

けれども、子供たちの英語力、いろいろ物議を醸していますけれども、我が町ではこうしていきたいという

のがあって、それで欠員が１人出てしまうと。それを埋める意味で１名増加するのか、その辺のやりとり、

板倉町の教育委員会の考え方に合うのは、１人ＡＬＴの先生を招致すれば済むのか、その辺のギャップとい

うのかな、いわゆる教育委員会の考え方と１名増員で、ではけりがつくのか、あるいはＡＬＴの先生を巻き

込んだ中での我が町の英語教育はと、その辺できる、できないは別として、教育委員会で理想とするべきと

ころ、あるいはこう実現させたいなというやはりシミュレーションみたいのがあって、いろいろ各学年、低

学年、高学年、中学校、レベル的に設定して、それに近づけるように通常の英語の教職員の先生プラスＡＬ

Ｔの先生あるいは県のほうの指導があるかどうかわかりませんけれども、そういったいわゆる体系化された
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中で１名足らないから補充をしたいと。その辺のいきさつ、これは教育長になってしまうのかな、失礼です

けれども。小林先生ですか、どちらでも結構ですが。

〇委員長（今村好市君） 小林指導主事。

〇指導主事（小林浩子さん） では、私のほうから話せることなのですけれども、今年度板倉町のかねてか

ら話題になっている教育研究所の各学校１名出ていただいて、教育研究をしていただいている先生方には小

学校の５、６年生、特に今年度は５年生の20年から教科化になる英語科を目標に、毎時間ごとの授業計画と

いうのをつくっていただいております。というのも、先ほど小森谷委員さんもおっしゃいましたように、小

学校の先生方というのは英語の免許をお持ちの方ばかりではありませんので、いろんな免許をお持ちです。

中学校は英語を教えるのは英語科の教員ですけれども、ですので私自身もいきなり５、６年生の担任を持た

せられて、さあ、今日から英語って言われても非常に困ってしまいますので、そういう専門性のない先生で

も困らないような事業計画、これを見ればできるのだよというもの、テキストというのですか、ガイドブッ

クというのですか。そういうものを５年生のが作成終わりました。来年６年生をつくる予定となっておりま

す。その中で、必ず毎時間導入の５分程度、もしかしたら場合によっては10分弱になるかもしれませんが、

ＡＬＴがフォニックス、済みません、私発音が悪くて。フォニックスというのですけれども、いわゆる例え

ばアップルとかＡと書いても「ア」と発音したり、「エイ」と言ったりとか、いろいろ発音って私たちがや

った発音記号ですか、ああいうものがあるのですけれども、ちっちゃいうちから発音になれ親しむと、中学

生になってから単語を見て、例えばＡＰＰＬＥって書いてあればアップルと読めたりとかをするらしいので

すけれども、ちょっと私もよくわからないのですが、そういうふうになるということで、中学校の先生から

の反省点で、小学校でやっていることがまちまちで、結局中学校に入ってきた子たちは４校の子が入ってく

るので、一律にやろうと思っても、できている学校とできていない学校があるので、できていない学校があ

るので、どうしてもできていない学校にあわせて進めますよね、取りこぼしがあってはいけないので。なの

で、ここのラインまでできてほしいというものを今研究所のほうでＡＬＴにも頼みまして、では５年と６年

の２年間でフォニックスのここの部分までできるような子供を中学校に送りましょうということで、ＡＬＴ

も夏休み一生懸命作成しまして、たかだか５分や10分ですけれども、そこはもうＡＬＴにお任せして、子供

たちとＡＬＴとでフォニックスをする時間というのを導入に入れまして、その後の中の40分はこんなふうに

していきましょうというものを今作成しております。ですので、本当に何年生がどういう目標で、何年生が

こういう目標でというふうに具体的には言えないのですけれども、少なくとも４校が足並みをそろえて中学

校に上がるまではここまで持っていきましょうという目標はつくってやり出しております。

不足がありましたら、教育長お願いいたします。

〇委員長（今村好市君） 鈴木教育長。

〇教育長（鈴木 優君） お願いします。

基本的にどこに目標を置くかということですけれども、国がもともとは、みんなが話せるようになればと、

話して、どこへ行っても恥ずかしくないような、話せるようになればいいなというようなところだと思うの

ですけれども、正直言いまして、感覚的に今の遊びが中心の外国語活動においては話せるようにはなりませ

ん。

そこで、スタッフをやはりそろえなくてはいけないと思いますけれども、残念ながら英語がほとんどでき
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るというような教員が少ないと、小学校においては。ですから、そこにやはりＡＬＴが絡む必要があるので

すけれども、今回ナバが途中でやめるということですけれども、中身的には、私は一体ナバが何でここにい

るのかと、いる意味がわからないというような、要するに自分がやりたいようなことがあるのだけれども、

それを支援してくれないというか、協力してくれないというようなことから自暴自棄になって、これは自分

がここにいてもしようがないなというようなことで非常に落ち込んでしまったというのがあるわけです。そ

の結果、仕事をかえるというようなことですけれども、つまりスタッフがやはり足らないということで、そ

のスタッフを鍛えるために、今指導主事が話したように、もととなるテキストを作成していると。誰がなっ

ても、誰が担当してもできるようになるためにはある程度のもとが必要だというようなことで、話すように

なるというか、発音等におきましては、これ当然ＡＬＴが必要ですので、その程度ではまずいと。プラスや

はり一緒になって鍛えなくてはいけないというようなことになるわけです。つまり2020年には教科になりま

すので、今やっています話ができるようになればいいなというようなところでは意味がないと思うのです。

つまり国は前倒しではないというように言っていますけれども、私自身は前倒ししなかったらこの小学校は

やる意味がないというふうに思います。そういう意味で、やはり５年生からはしっかり今度は英語のほうに

シフトも変えて、鍛えていくというようなことで考えているわけです。ですから、教科化というのは私はそ

ういうふうに思っています。ですから、どこに目標を置けばいいかというようなことはありますけれども、

私自身は中学校の前倒し、つまり５年生においては中学１年生程度の中身をやるのだと。それに合わせて話

せるようになるために、会話ができるようにするにはやはりＡＬＴが必要であるというふうに思います。で

すから、４人ですか、１人加わって小学校４校でありながら３人であるというようなことですけれども、こ

れはやはり中身の指導原案、その部分をしっかりしておけば誰がなっても、どこへ行っても一緒になって組

めるのかなというふうに思っていますので、そういうようなことで今はテキストをつくっているということ

です。目標によっては、先ほど言いましたようなところで教科化になるのだから、せっかくなるから、では

期待をと、そういうふうな目標を持ってかかりたいというふうに思っています。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 小森谷委員。

〇委員（小森谷幸雄君） せっかくの機会で、来年度28年度ですと、規定どおり増員になった暁には1,700万

円と、かなりの金額がＡＬＴの先生の経費として計上をされるというような形になります。そういった意味

で、言い方は大変失礼なのですけれども、例えば１年過ぎて、今年はこれで終わったなということではなく

て、やはり年を追うごとにＡＬＴの先生あるいは現場の英語の先生、ほかの先生もいらっしゃるのはよくわ

かるのですが、そういった意味で力を合わせていただいて、ＡＬＴの先生４人しかおりませんので、なかな

か日本の先生方とコミュニケーションがうまくとれないというような部分もあろうかと思うのですけれど

も、せっかくの機会ですし、こういった形で増員をされると、それが結果的には子供たちにいい影響を与え

る中で、子供たちが切磋琢磨しながら英語教育に関心を持っていただくと、そういう形をぜひ環境の改善も

含めてトライをしていただいて、来る2020年ですか。きちんとスタートが切れるように、できれば今から頑

張っていただければというふうに思いますので、落ちこぼれがないように、先生方同士の、英語の先生ある

いはＡＬＴの先生がお互いに子供たちのためを思っての当然話になりますので、会話、コミュニケーション

をよくとっていただいて、両方の先生方が頑張っていただけるような環境整備に努めていただければと、そ
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のように思いますので、ぜひよろしくお願いをいたします。

以上です。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

ほかに。

延山委員。

〇委員（延山宗一君） 中央公民館、天井の大ホールの修理なのですけれども、経年劣化ということで大幅

な改修が今回予定をされているということですよね。先ほどの説明によると10月、大きなイベントを組む文

化祭までには工事終了したいというふうな説明があったわけなのですけれども、要するに予定とすると、い

つごろから始まって、どのぐらいの工事期間でまずいくかということなのですけれども。

〇委員長（今村好市君） 宇治川館長。

〇中央公民館長（宇治川公三君） 工事期間につきましては、６月から９月いっぱいまで考えております。

そうした中で、10月に入りまして、空調設備、音響設備を点検しながら自分たちが学んでいかなくてはなら

ないのかなと思いますけれども、職員が。そういう中で、特に空調施設なのですけれども、これまで強制的

に空気を送るという設備がなかったものですので、これから天井に取りつけたもの、また両側の壁から空気

を送るということ、そういう中で、また演奏中とか、そういう公演中に音だとかそういうものの障害とか、

そういうものを少し、自分たちも訓練しながらその機械になれていくということをしていかなくてはならな

いのかなと思いますので、文化協会の関係で町民文化祭、大きなものがありますけれども、それに支障のな

いように進めていきたいと考えております。

〇委員長（今村好市君） 延山委員。

〇委員（延山宗一君） 音響にしては３年前かな。非常に音響悪いということで入れかえをしましたよね。

今回また新規に改めて入れかえをしていくのだと、音響設備も整えるのだということはあったのですけれど

も、それにつきましては、全て使えるものは使うのではなくて、新規に交換するというふうな計画なのでし

ょうか。

〇委員長（今村好市君） 宇治川館長。

〇中央公民館長（宇治川公三君） これまで使えるものにつきましては当然使っていくような方向でござい

ます。

ただ、アンプとか前回、これまでに例えば改修した、取りかえたというものにつきましては、使えるもの

は使っていくという考えでございますので、全部が全部新品に取りかえるということはないです。

〇委員長（今村好市君） 延山委員。

〇委員（延山宗一君） 当時音が切れたりなんなりして大々的に大きな工事をしましたよね。ですから、先

ほど説明の中で使えるものは使っていくということの説明なのですが、やはりせっかくですから、まだ一、

二年しかたっていないということであれば使っていただければなと、そんなふうに思います。

結局６月から９月までの期間、３か月間、そうすると、その間の今まで中央公民館を利用していた方、利

用者につきましてはどのような今後対応をしていくということなのでしょうか。それぞれの組織にも言えま

すけれども、それについて。

〇委員長（今村好市君） 宇治川館長。
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〇中央公民館長（宇治川公三君） 主に３階部分の第１会議室から第３会議室の２部屋あるのですけれども、

そこで定期的に使われている文化協会の団体、それと大ホールを使って練習している方々、そういう方には

ほかの公民館に移ってもらうか、また中央公民館の中で調整がつくものはということでも図ってきておりま

す。そして、大部分については、一部はほかの公民館に、東部公民館にその間は行っていただくということ

で受け入れを承諾してもらっているということもありますので、そういう混乱というのはないかと思うので

すけれども、ただ行政的な借用だとか、そういう突発的に大きなものが来た場合につきましては、例えばこ

ちらの所属団体に遠慮してもらうとかということで、行政的に使用するものにつきましては優先にしていき

たいと考えております。

〇委員長（今村好市君） 延山委員。

〇委員（延山宗一君） その間他の公民館に移動してもらうということなのですけれども、やはりそれぞれ

北にしても南にしても東にしてもみんな予定が組まれている。特に大ホールということは大きな人数を使う

ということを前もって、かなり早い段階で計画をとっていかないと、その中割り込むということが難しいの

かなと思うよね。だから、やはり調整をとりながら、当然事務局として対応していくとは思うのですけれど

も、トラブルがあってはならないということと、また大ホールということなので、当然３階の位置になりま

す。当然工事の期間も長いということで、それもしっかり安全面も対応していかなければならないかなと思

うのですけれども、それに対してはどんなふうに対応していきますか。

〇委員長（今村好市君） 宇治川館長。

〇中央公民館長（宇治川公三君） 一番やはり安全が第一だと思います。したがいまして、第１会議室は何

とかできるのではないかなということも検討されましたけれども、３階は全てフロア立ち入り禁止というこ

とで行っていきたいと考えております。それで、早いうちから町民の方々につきましては、これから広報な

り、そういうものを周知していく中で善処していきたいと考えております。

〇委員長（今村好市君） 延山委員。

〇委員（延山宗一君） ３階が使用禁止となったら、もっと一般の町民の利用者には不便を来していくのか

なと思うのですけれども、やはりその辺のところも他の公民館と調整をとりながら、しっかりとお願いした

いと思っております。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

ここで休憩をとりたいと思います。

２時半に再開をしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

休 憩 （午後 ２時２０分）

再 開 （午後 ２時３０分）

〇委員長（今村好市君） それでは、再開をしたいと思います。

質問、答弁とも要領よくやっていただけないと３時半までに終わらないので、ぜひお互いよろしくお願い

をしたいと思います。

ほかに質問ありますか。

小林委員。
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〇委員（小林武雄君） お世話になります。

公民館関係なので、とりあえず中央公民館の方、一応代表でお願いいたします。各公民館で図書、毎年買

っていると思うのですが、公民館まつりか何かのときに古いやつかな、それで希望の方に渡すとか、そうい

う活動をやっていると思うのですが、ある程度収納スペース決まっていますので、そのスペースを考えなが

らそういう活動をしているのかなと思いますが、毎年毎年買っていって、それの計画等をちょっとお聞かせ

いただければと思うのですが。

〇委員長（今村好市君） 宇治川中央公民館長。

〇中央公民館長（宇治川公三君） 図書の購入につきましては、やはり５年、10年たっても、貸し出しが全

くなかったとか古くなってもう破けていたり破損とかあるものにつきまして、公民館の町民文化祭、そうい

ったときに従来でしたら資源化センターへ持っていってしまうということでしたけれども、この２年間そう

いう欲しい方にはということでお譲りしているという形なのです。したがって、何でもかんでも廃棄するの

ではなくて、一定の期間貸し出しがない等のことを考えまして、計画的にそういうことを実施しております。

〇委員長（今村好市君） 小林委員。

〇委員（小林武雄君） 大体毎年毎年どのぐらいの冊数というか、更新というか、廃棄のほうに回していく

のか。

あと、もう一つ、中央公民館だけ毎月毎月刊行物というか、定期物の購入がありますよね。これについて

は中央公民館だけに置いておいて、ほかの公民館はとりあえず住民の方がそちらに行って見るしかないとい

うようなあれでしょうか。もしくはネットワークか何かで調べれば、東、南、北の公民館の方は中央公民館

に行って借りるか、もしくはその公民館に本だけ移動してくれるのか、それちょっとお聞きしたいのですが。

〇委員長（今村好市君） 宇治川館長。

〇中央公民館長（宇治川公三君） それぞれ刊行物につきましては、各公民館の考え方、あとニーズの関係

でとっております。中央公民館だけではございませんけれども、そういう中で全てネットワークつながって

おりますので、町民の方はいつでもどこでも、もしその本が借りたいということになりましたら、こちらで

それぞれの館が検索するなりしてお取り寄せもできますし、またそちらの公民館に行くということもできま

す。

また、リサイクルなのですけれども、学校関係の本も町民文化祭には、時には中央公民館でやはり行って

おります。また、各公民館によってさまざま廃棄処分のというのはちょっとわからないのですけれども、二、

三百冊程度かなと思います。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。まだ。

小林委員。

〇委員（小林武雄君） ネットワークの関係でですが、ネットワークは各公民館でパソコンを見ればどこに

どういう蔵書があって、今貸し出し中とか貸し出しできないとかというのが恐らく見られると思うのですが、

それのところで、もし南部公民館に本がなくて、中央公民館もしくは北部公民館にあったという場合につい

ては、本の移動というのはできなくて、本人が借りに行くのでしょうか、そこだけ最後にお願いします。

〇委員長（今村好市君） 宇治川館長。

〇中央公民館長（宇治川公三君） それは、中央公民館にお取り寄せという形でできますので、その希望者
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につきましては、そのように一応お話しして、そういうことで返却も同じです。返却もどこの館に返却して

もできるようになっておりますので、今不便は来していない状況でございます。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

ほかに。

針ヶ谷委員。

〇委員（針ヶ谷稔也君） 針ヶ谷です。お願いします。

総務学校係の歳出の25ページで、扶助費の中の要保護児と準要保護児という記載があるのですけれども、

どういった方がこの要保護児に当たって、準要保護児との差というのはどういうところかを教えていただけ

ればと思います。

〇委員長（今村好市君） 坂田係長。

〇総務学校係長（坂田俊二君） お手元の資料のほうに、24ページに目的、必要性、事業期間というところ

の中に書かれているわけでございます。要保護児童生徒については、現状板倉町ではおりません。ただ、過

去にいた経緯はございます。市町村が特に経済的理由によって就学困難と認められる児童、または生徒の保

護者に対して必要な経費ということで、これについては国の経費の一部を運用するということでございます。

要保護については、国の制度を利用しての補助を対応していくと。

また、準要保護については、ほぼ同様でございますけれども、教育委員会の中で教育委員の審査会等を行

って、この準要保護の審査を通して認めているわけでございますけれども、これに対してはやはり経済的理

由ということで、生活保護の何％というようなところで認定基準等をつくっているわけでございますが、こ

れについては町単独の事業と、町単の事業ということでご理解いただければと思います。内容的にはほぼ同

様でございます。

〇委員長（今村好市君） 針ヶ谷委員。

〇委員（針ヶ谷稔也君） では、要保護も準要保護についても就学に係る費用面で困難と思われる児童のこ

とだということですね。ということは、この家庭は生活保護の下にある生徒さん、児童さんがほとんどなの

でしょうか。

〇委員長（今村好市君） 坂田係長。

〇総務学校係長（坂田俊二君） 今生活保護を受けているという方については、要保護も対象に当然なって

くるものでございます。

ただ、生活保護まではいっていないと。ただ、経済的には困難があるというような家庭については準要保

護ということで、既に各小中学校のほうにそういった家庭があったらばご推薦をお願いしますということで、

民生委員さん等を通じて周知をしているところでございます。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 針ヶ谷委員。

〇委員（針ヶ谷稔也君） では、学年によって金額がそれぞれまちまちになっているのですけれども、これ

の利用範囲というのはあるのでしょうか。

〇委員長（今村好市君） 坂田係長。

〇総務学校係長（坂田俊二君） 小学校１年生、中学１年生も同様なのですけれども、特に２年生から５年
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生と違うものは支度金といいますか、新１年生になる前にやはり児童生徒の学用品費等が加わってきますの

で、そういったところでの補助が加わっているということで金額が変わっております。

また、６年生なり中学３年生につきましては修学旅行というのがございます。そういったものもこの要保

護、準要保護の制度の中に含まれておりますので、そういった部分での補助を行っているという部分で金額

のほうが違ってきている状況でございます。

〇委員長（今村好市君） 針ヶ谷委員。

〇委員（針ヶ谷稔也君） ということは、この額面については教育関係、学校関係で使用を制限された上で

の配付ということの理解でよろしいでしょうか。

〇総務学校係長（坂田俊二君） はい。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

ほかに。

本間委員。

〇委員（本間 清君） 重箱の隅をつついたような話をするなと言われそうですけれども、各公民館のＤＶ

Ｄの購入費についてお伺いします。

まず、15ページの中央公民館、これは１枚が１万5,000円の購入価格が20枚となっております。次に、東

部公民館ですけれども、これの購入価格が、１枚が１万2,000円が35本となっております。それと、北の公

民館、これが１枚が7,400円が10枚となっております。今のＤＶＤでしたら１枚4,000円か5,000円出せばそ

こそこのがお買いになれるかと思いますけれども、各公民館のこの価格の違いというのはどこにあるのでし

ょうか。

〇委員長（今村好市君） 中央公民館の宇治川館長。

〇中央公民館長（宇治川公三君） 私たちの中央公民館では、安いものは１万円以下から高いものは１万

8,000円とか２万円近くあるのですけれども、特に一般の人が買うＤＶＤとは違いまして、貸し出しすると

いうことですので、そういうところが値段が違ってくるわけでございます。そういう中で、公民館の捉え方

です。新しい、出たばっかりは当然高いわけなのです。あとは、古いものでもお子様の好きなものになって

くると低額で買えるものもありますので、それぞれの館がそういった考え方によってこの単価というのはな

っているのかなと思います。中央公民館では一般的に１万5,000円あれば高いものから低いもの、年間で20枚

程度買えるのかなということで計上させていたわけなのです。

〇委員長（今村好市君） 本間委員。

〇委員（本間 清君） これは聞く話なのですけれども、書籍などですと、最新号が出ますと、私はこれが

読みたいから公民館さんお願いしますと言うと、比較的すぐに購入してくれるらしいのですけれども、やは

りＤＶＤですと購入価格は高くなりますので、ある程度町民の要望には応えにくいというふうに思ってよろ

しいでしょうか。

〇委員長（今村好市君） 宇治川中央公民館長。

〇中央公民館長（宇治川公三君） 図書と同じようにリクエストだとか、そういうニーズにＤＶＤにしても、

そういう中で沿って購入しておりますので、やはり別にＤＶＤはだめだということは一般的には考えており

ません。
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〇委員長（今村好市君） 本間委員。

〇委員（本間 清君） ちなみに、町民の要望作品というのはどういうジャンルが多いのでしょうか。

〇中央公民館長（宇治川公三君） それぞれジャンルはあります。そして、子供たち、そういった中、あと

は大人向けということでバランスの配分を考えた中で、見ていただかないと買っても意味がありませんので、

そういう中で十分に検討しながら、１年の計画、４月に何を買えというわけではございませんので、その月

々のやはり出たもの、芥川賞、本にしては直木賞だとか、そういうものも含めまして、そういうバランスの

いい含み方で検討はしているわけでございます。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

ほかに。

黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） 学校関係、総務係かな、これは。ページ数が20ページです。中段下なのですけれど

も、北小学校給食室の中で害虫の関係が28万1,000円ありますけれども、この辺をもうちょっと細かく具体

的に説明してください。

〇委員長（今村好市君） 坂田係長。

〇総務学校係長（坂田俊二君） 今給食室の害虫駆除委託料ということで28万1,000円ございます。これに

つきましては、保健所と年１回学校給食室には査察というのですか、視察が入ります。必ずこういった帳簿

関係、全て保健所等には見せるわけでございますけれども、その中で給食室の駆除、特に虫等が給食室にい

るかいないかといった項目がございます。そういったもので夏休み、冬休み、年２回ほど実施をしているわ

けでございますけれども、虫がいた場合にその対応としてどういうものを行ったかといったところまで調査

が入ってきているわけでございますが、今現在板倉町のこういった駆除関係については特に問題なくいって

おります。年２回ほど実施をして対応をしているような状況でございます。各学校とも５校含めて対応して

おります。

〇委員長（今村好市君） 北小だけという話ではないのですか。

〇総務学校係長（坂田俊二君） 失礼しました。これ北小対応とありますが、共同実施という中で北小の事

務の方がこの委託費全体を対応しているということで……

〇委員長（今村好市君） ４校分ですね。

〇総務学校係長（坂田俊二君） はい、４校分ということでお願いいたします。

〇委員長（今村好市君） 黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） そういうふうに書いてもらわないとわかりにくい。書く人はわかるけれども、こち

らから見る人わからない。北小対応というのだから、では北小に何かあったのかなと。過去にも何回か、２

回やっているというけれども、消毒というか何か査察を。過去何年かやったわけで、ああ、では何か虫でも

湧いてあったのかなということで28万1,000円、この28万1,000円ということは４校割るわけですか、これ。

〇総務学校係長（坂田俊二君） そうです。

〇委員（黒野一郎君） 割って幾らということでなっているわけですね。

［何事か言う人あり］

〇委員（黒野一郎君） 保健所の調査というか、委託するわけで、業者が来るわけですよね。どういう業者
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なのですか。

〇委員長（今村好市君） 坂田係長。

〇総務学校係長（坂田俊二君） 地元の伊藤商店のほうに委託をして実施をしております。

〇委員長（今村好市君） 黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） 伊藤商店さん、やはりそういうもう免許を持っていて専門の方が来るわけですよね。

それは、過去ずっとやっているわけですか。

〇委員長（今村好市君） 坂田係長。

〇総務学校係長（坂田俊二君） これについてはずっとというか、まだ過去２年ぐらいのものでございます。

板倉町ではやっていなかった状況がありまして、保健所等から指摘を受けた中で対応をしているといったと

ころもございます。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） 年２回って言いましたけれども、学校は年４回というのか、３回、春休み、夏休み、

冬休みとあるわけですけれども、だから年２回であれと思うならば、休みが年３期あるわけですから、もう

一回やっても、さらにやれば、またそういう衛生面とか、そういうものが十分にできるのかなと思うのです

けれども、その辺のお考えは。

〇委員長（今村好市君） 坂田係長。

〇総務学校係長（坂田俊二君） ありがとうございます。

法的には年２回以上ということで定めがあるものですから、２回のところで現在はやっているという状況

でございます。ありがたい意見だと思います。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

ほかに。

市川委員。

〇委員（市川初江さん） よろしくお願いいたします。

生涯学習係のほうで６ページをお願いいたします。６ページの13節のところの家庭教育の委託の件なので

すけれども、この家庭教育は学校におろされたということで各学校で行うようになったわけですよね。行う

ようになったわけかどうか、ではもう一度確認したいと思います。

それで、１年間に各学校で何回やるのか、どのような内容で行うのか、講師はどういう方をお願いしてい

るのかという４点お聞きしたいのですけれども。

〇委員長（今村好市君） 多田事務局長。

〇教育委員会事務局長（多田 孝君） 市川委員さんのご質問にお答えしたいと思います。

小学校の家庭教育学級の委託ということで、去年はご指摘がありまして、総務学校係のほうから学校主体

でということだったのですけれども、正直内容が全く同じでございまして、委託をしたからといって学校が

主体となってやっていないということではなくて、委託ですけれども、学校が主体としてやっていたという

ことで、聞き取り調査をしたところ、学校のほうでは学校で予算が来てしまうと委員さん皆さんもおわかり

のとおり、いろいろ款項目節で分けなくてはならない、需用費でもうがちがちで決まってしまう、講習料も



- 57 -

決まってしまうということで、なかなか思うような動きがとれないというようなお話がございました。委託

料ですと、その辺が割と学校サイドの裁量がきいて動ける範囲が広がるということで、できれば、またもと

に戻してもらって委託料とさせてもらいたいという全学校から要望がありまして、中学校も含めてありまし

て、今年度このような形、またもとに戻させていただいたと。決して内容については今までと変わることな

く、学校主体で内容のほうはやっているというところでございます。ぜひご理解をいただければと思います。

詳細については石川補佐のほうから回数とか、その辺についてはお願いします。

〇委員長（今村好市君） 石川係長。

〇生涯学習係長（石川英之君） 昨年の状況はちょっと把握していないのですけれども、その前、26年度の

計画でいきますと、各学校とも約５回程度の講座とか講師を招いてやっているということでございます。内

容的には健康に関するものとか、保護者とのコミュニケーションを図る等の内容とかいろいろでございます

けれども、親子の触れ合いとかそういった活動を重視した形で各学校が特色のある内容で一応計画をしてご

ざいます。

以上です。

［何事か言う人あり］

〇生涯学習係長（石川英之君） 人数的には延べでございますけれども、約600人前後の保護者の方が一応

参加をして、その数で参加しているという内容となっております。

〇委員長（今村好市君） 主な講師、どんな人を呼んでいるか。

〇生涯学習係長（石川英之君） 講師については、学校の先生ですか、専門家を招いたり、いろいろだと思

うのですけれども、その辺ちょっとどうですか……

〇委員長（今村好市君） 多田事務局長。

〇教育委員会事務局長（多田 孝君） 私の記憶の中では各学校によってですけれども、年に３回から５回

コースでやっております。一番最初は、どこの学校でもまず校長先生が講話という形で講師を務めて、家庭

教育の大切さとか、そういうところをお話しされているのかなというふうに思います。

その後の講師につきましては、その学校それぞれいろいろな方面にわたっての講師をお願いしているよう

ですけれども、具体的にはちょっと失念をしまして、資料が手元にございませんので、またお知らせをした

いと思います。申しわけございません。

〇委員長（今村好市君） 市川委員。

〇委員（市川初江さん） 私も家庭教育のことはずっと言い続けているわけでございますけれども、やはり

家庭教育は感化の教育と言われておりまして、親自身の教育なのです。ですから、本当に家庭教育学級のカ

リキュラムを見ますと、健康についてだとか、そっちのほうにいってしまって、何か的が外れているのでは

ないかなというふうに私ずっと思ってきているのです。そういう意味では子供を、学校の教育は人間教育し

っかりしていただいて、人間を育てなくてはいけないわけですので、そのやはり一番根本になるのが家庭な

のです。ということは、お父さん、お母さんの生き方、また子供に対する触れ方、そういうものが大変重要

になってくるわけで、家庭教育は親がどう子供の見本になるような自分になったらいいかという教育が私は

大事ではないかなというふうに思っているのです。そういう専門の講師の方がいらっしゃいますけれども、

そういう方にお願いをすると成果が出てくるのではないかなというふうに思うのです。そういう点で視点を、



- 58 -

もう少し的を合わせて、家庭教育のカリキュラム、講師などの選び方を考えていただいたらありがたいなと

思うのです。要望ですけれども、一言あればお願いいたします。

〇委員長（今村好市君） 事務局長。

〇教育委員会事務局長（多田 孝君） 家庭教育、親の教育とも言われますが、先ほど市川委員おっしゃっ

たような形で学校のほうにも要望を、お話をつなぎたいと考えております。家庭教育、親の教育、社会教育

とかにも通じます。ぜひ市川委員さん、所属しております女性アドバンスのほうからもいろいろ働きをかけ

ていただきますよう、お願いを申し上げたいと思います。

以上です。

〇委員長（今村好市君） ほかに。

なければ、２巡目……では、青木委員。

〇委員（青木秀夫君） さっき小森谷さんが質問したことに関連してなのですけれども、私はこれ毎回何度

も聞いているのだけれども、外国語の指導助手の先生方のことについて聞きたいのですけれども、今度４人

にしますと、各学校に１人ずつというような感じになると。南小と北小が合わせて１人だとかとさっき説明

を受けたのですけれども、それで例えば東小とか西小は１人専属で今度配置されるということにまずなるの

ですか。

それで、そうしますと、先ほどの説明ですと、平成32年か、2020年から今度は教科に採用されるというこ

とで、前倒しで今５、６年生なんかには週１回授業として今やっているのですか。それで、そうしますと、

週１回ということは５年生、６年生だと、西小だと２クラスだから４時間しか授業をやらないわけですよね。

それで、そのほかに３年生、４年生とかというのも外国語活動とかなんとかと称して、５、６年生からちょ

っと下へおりて、今それも始まっているのですか。そうすると、３、４、５、６に授業をどこかへ組み込ん

でやっていたとしても週に４時間だよね、授業に携わるのが。そうでしょう。１か月十五、六時間というよ

うな授業時間で、その間このＡＬＴの先生というのは何やっているのですか、それ聞きたいのです。

〇委員長（今村好市君） 小林指導主事。

〇指導主事（小林浩子さん） 今現在の話ですけれども、今現在は例えば１人、東小学校と南小学校を兼任

していまして、東小学校に３日訪問し、南小学校に２日訪問しております。東に訪問する３日のうち、そら

いろ保育園にも訪問をしております。青木委員さんがおっしゃるように、５、６年生は各１時間、東でいえ

ば１学年２クラスありますので、２学年ですから二二が４。それ以外の学年も、毎週ではないところもある

のですけれども、１時間あるとして４学年ですから、２クラス掛ける４クラスで８時間です。そらいろ保育

園に訪問となりますので、もし１年から４年のやるときと５、６年も重なれば、かなり満杯になります。た

だ、それはならないように計画のほうは立てさせていただいておりますので、また２日間ある南小も同じよ

うな形ということですので、現状ではかなり授業数は埋まっているのかなと。

ただ、それが青木委員さんがおっしゃるように、東だけ、西だけになった場合、かなり時間的な余裕が見

込まれますので、そこの部分は今後の課題ということで、実際先ほど教育長からちょっとお話がありました、

名前を言ってしまいますと、ナバさんが任期途中で職をかえるという事態になりましたのも、なれない外国

での生活と、それから東小は英語が話せる先生がたくさんいることによって、ナバさんの役割というのが余

り本人自己有用感が図れなかったというか、自己肯定感が得られなかったというところがありまして、やは
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り彼らもなかなか外国語活動だけの時間だけのつき合いというものだけだと難しいところもあるので、ＪＥ

Ｔプログラムの中でどこまで任用していいかどうかわからないのですけれども、ほかの部分に活用できるよ

うなことも考えていかないといけないなと。実数的なこともそうですし、今回の１人任期途中でやめてしま

ったということも含めて、今現在まだ案はないのですけれども、今後考えていかなくてはなというところで

す。

〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） それで、私が聞いているのは、今はそうすると５、６年生は週１時間ずつ授業とい

うような形でやっていて、３、４年生は……

［何事か言う人あり］

〇委員（青木秀夫君） １から４までというのは１年生もやっているの。それは随時みたいなのでやってい

るの。毎週１時間ずつやっているのではないのでしょう、１年。

〇委員長（今村好市君） 小林指導主事。

〇指導主事（小林浩子さん） 毎週１時間はやっていません。毎週１時間ですと年間35時間になってしまう

ので、１、２年生は10時間程度です。３、４年生はもっとやっています、20時間近く。

〇委員（青木秀夫君） ３、４年生が20時間ね。それであっても、週に４時間か５時間しか授業ないでしょ

う。ＡＬＴの先生は。それで、それを充当したとしても週に５時間ぐらい、四、五時間でしょうというの。

だから、その間何やっているのですかと言っているのです。今のところは東小に３日来ていると言うのだけ

れども、３日間に５時間ぐらいしかやらないわけだよ、単純に計算すると。すると、その間はその人は何し

ているのですかと聞いているの。

〇委員長（今村好市君） 小林指導主事。

〇指導主事（小林浩子さん） 教材研究も行っておりますが、ある学校の例ですけれども、先ほど話しまし

たように、確かに授業で教える時間ばかりではないので、その方をほかの授業にもティーツーという形で入

っていただいて、補助的なものをしていただいているような学校もあります。ただし、日本語での授業です

ので、どこまで補助していただけるかというところもありますので、青木委員さんおっしゃるように、ＡＬ

Ｔの活用の点ではまだまだ課題があるというのは事実です。

〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） だから、私が聞きたいのは週に５時間ぐらいしか、これから増えたとしたって五、

六時間。１年生から４年生まで埋めたとしても10時間ぐらいしかせいぜいこれならないでしょう。そうした

ら２つの学校、クラスがいっぱいあればいいのですよ、１つの小学校の中に４クラスみたいに。余った時間

は何しているのかなと思ってお聞きしているのです。

教材研究と今小林先生言うけれども、教材研究ったって、聞いている内容からしたって教材なんて授業を

やっているわけではないでしょう。お遊びの幼稚園生が歌を歌っているみたいなことをやるようなものだか

ら、教材研究ったってまだ教材もないのだろうから、さっきも言ったように、教育研究所で５年生、６年生

のこれからのシステムをつくっているところだと言っているぐらいなのでしょうから、個人個人が、私もう

一つ聞きたいのは、このＡＬＴの先生というのは板倉町が採用しているわけではなくて、文部省か何かの外

郭団体から割り当てで来て、こっちで面接して通るとか、そういうことはないのでしょう。一方的に向こう
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から配付、物ではないから、配付と言っては悪いけれども、配給されたものを受け入れているわけなのでし

ょう。だから、どの程度の教員のレベルというか質というか、そういうのもわからないで受け入れているわ

けでしょう。果たしてこの人が教師としてふさわしいか、それだけの資質を持っているかどうかとかという、

そういうのも、前長く来ていた人、私知っている人いるけれども、かなり程度悪いよね。あれっと思うよう

な人が来て、ただ金髪と青い目でいるという、何か日本人の西洋人コンプレックスというのか、金髪で青い

目ではないと価値を認めないと。では、ＡＬＴの先生が中国系のアメリカ人だとか、そういう人だと余りあ

りがたがらないと思うのです。中国系のアメリカ人だっているわけだから、やはり青い目と金髪ではないと

何か価値を認めないと。

問題は、これ本当にやるのだったら、やはりＡＬＴの先生だって、板倉町、どうにもならないのでしょう

けれども、これいろんな仕組み見ると、文部省の外郭団体から、そこがまとめて、受け入れた人が各地に配

置されてくるというか、そんな感じなのでしょうから、私が言いたいのはそんななら、本当に英語の教育を

小学生にするのだったら、教育長よく知っていると思うのだけれども、日本人で英語のできる人を雇ったほ

うがよっぽど成果上がると思うのですけれども、その辺はどうですか、教育長。日本人で英語のできる人を

雇って、世の中に、今、日本だって小学生ぐらいを教えられる人だったら物すごくいると思うのです。だか

ら、そういう人をこれだけの人件費をかけてやるのなら、家庭の主婦だろうが何だろうが、パートでも何で

も雇ってくれば、これ１時間当たりの給料ということは３万円ぐらいするのですよ、これ。１時間３万円か

４万円ぐらいして、計算すると、これ時給です。だから、臨時でそういうのを雇うのなら、もうちょっと文

部省と縁切るということはできないのでしょうけれども、本当はそういうのをやったほうがいいかなと思う

のですけれども、どうでしょうか。

〇委員長（今村好市君） 栗原町長。

〇町長（栗原 実君） そういったことは青木さんの言うことがほぼもっともだと私は見ています。郡内を

調査しましても、ＪＥＴプログラムによらないでの外国語助手を、この間そういうものも調査をさせたので

す。なぜそういう方法を隣の例えば郡内でも半数以上が、これＪＥＴプログラムなんか使っていないのです。

［何事か言う人あり］

〇町長（栗原 実君） そうそう。だから、いわゆる時の町の裁量なのです。それらも研究しろということ

で既に、だってほかの町はみんなどの町も子供の教育を真剣に考えて、片やＪＥＴ、片や日本人も含めたそ

ういう先生をいわゆる採用して、価格はどちらが高いのかとか全て調べなさいということで既に指示は出し

てあります。ということで、あとは教育長にお尋ねですから、そういう意味では私も随分、だから外国人の

コンプレックス的な、いわゆる先ほど指摘された、でも最近見ていますと、同じ金髪だってアメリカ人では

ない人だっていっぱい来ているのですけれども、どうしても西洋かぶれに見えるようなところの人が来るの

です。だから、逆に言うとメキシコ人だとか、あるいはいろんな形でそういうものを見ていますので、でも

どういうわけか確かに中国系とか我々と同じような顔をしている人、それだって優秀な人はいっぱいいるは

ずです。なおかつ郡内でも全部ＪＥＴプログラムを利用している方はそうではないのです。この間そういっ

たことで議論しまして、とりあえずどの町も自分の町の子供をよりよく育てようという考え方で向かう手段

として違うというのは、それを研究してくださいというようなことで指示はしておりますが、そういった意

味でどうぞ。
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〇委員長（今村好市君） 鈴木教育長。

〇教育長（鈴木 優君） 青木委員がおっしゃるとおりなのです。つまり日本人で英語堪能、その方たちが

担任と一緒になってやると今以上に内容の濃いものがあると思います。つまりＡＬＴというのはあくまで助

手ですから、確固たるものを持っていないわけです。中には遊びがてらと言ったら語弊ありますけれども、

行ってみるかというような者もいるわけです。だから、昔は当たり外れというようなことがあって、どんな

者が来るのかなというふうな戦々恐々としていたわけですけれども、最近はその辺を考えてくれて、そんな

に外れはないというふうに思ってきていますけれども、ちょっと間違っているかもしれませんけれども、そ

ういう助手が来るようになったと。

ただ、これだけのものを配置してくれるわけですから、では受けようと、それも断る理由はありませんか

ら、受けておくと。その上に立って細かい担任との指導法、それを助手ですから、やはりこういう流れがあ

るというようなことで指導案ではありませんけれども、お互いに検討し合って、そして２人で組んで教える

べきではないかなと思っています。その部分、日本人であるならば省けるというところです。ただ、以前か

らもこういったところを呼びかけて、板倉町マイタウンティーチャーでありませんけれども、やってもらっ

ている方もおりますけれども、残念ながら数少ないというふうなことです。いわゆる指導教員といいますか、

ボランティア的なものでありますけれども、そういう人がいればもっともっといいものができるとは思うの

ですけれども、残念ながら今後この文言を呼びかけていけば、いいというのですか、持っている方たちが出

てくるのではないかというふうに思っていますけれども、それを一つであるというふうに思っています。

いずれにしましても、資質の問題がありまして、このナバにしてもいいものを持っているのです。いいも

のを持っていますけれども、性格的に残念ながら溶け込めないと。もうコミュニケーションを図るべきとこ

ろが図れないというような性格を持っていたものですから、授業時間以外は何やっているのというようなこ

とに対しては時々見たことありますけれども、ぽつんと、職員室の広い中に１人座っていると。それは、指

導案といいますか、教材研究であるかもしれませんけれども、そういう形で日本人教諭が遠巻きにしている

というようなことで、それもやはり今後の課題だと思っています。いかに使うか。実際には実質四、五時間

しかやっていないと思いますけれども、それをほかの違う外国語活動以外のところに連れていって、そして

コミュニケーションを図らせるというふうなこともやはり指導案として必要かなと思っています。そういっ

たものが今後の課題ですけれども、いずれにしましても日本人が基本的に担任とチームワークでやっていく

と、もっともっといいものができるかなと思っています。

〇町長（栗原 実君） はっきり言いますと、最大の違いはＪＥＴプログラムの人たちいわく、要するに全

額、さっき話に出た。ですから、さらに問題だという研究しなさいと言ったの、そういうことになるのです。

板倉町はお金がただだから、こちらをとっていると。郡内の町でもほかの町で多分半分以上は自分の町の負

担で好きな先生をとっていると。だから、それは目先はこちらはただだけれども、いわゆる安物買いの銭失

いだから、わからないということで、他町が、だって一番いい形でお金が全部国から来るということでやる

なら、みんなＪＥＴになるだろうと、なぜそういう道も選ばないのかということを疑問に思うこと自体から

出発しなさいというような話もさせていただいたということです。

〇委員長（今村好市君） 青木委員、いいですか、今の答えで。

［何事か言う人あり］
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〇委員（青木秀夫君） だから、私が……

［「その件です」と言う人あり］

〇委員長（今村好市君） その件、多田事務局長。

〇教育委員会事務局長（多田 孝君） 事務局サイドから今の件につきましてお話をしたいと思います。

実はこの28年度の予算を提案するに当たりまして、当然今町長がおっしゃりましたほかの町、近隣の町で

はＪＥＴプログラムを使っているところありません。４町ございません。うちだけでございます。なぜ町単

でありながらそちらを使っているのかということで、そこに町長からの命もございましたけれども、事前に

調べておりました。

実際予算のほうにも上げるべく、財政当局とも相談をさせていただきました。その中で、このＪＥＴプロ

グラムを使うと普通交付税で１人当たり472万円入りますよと。実際今予算計上しておりますのが、計算し

ていただくとわかるとおり、１人頭449万5,000円なのです。全て100％以上賄えてしまうというだけの交付

金が来るわけでございます。ほかの町では民間を使っておりますけれども、民間を使った場合は全部町の持

ち出しになるということからＪＥＴにしなさいということで、今回こういう形で増員もさせていただきまし

たけれども、増員しても町から出るお金はないということで増員もさせてもらいましたけれども、こういう

形で計上させていただきましたけれども、担当している事務局側とすれば、ほかの町と同様、民間で効果の

上がるであろう外国語指導者に委託が頼めないかというふうに考えているところでございます。

ただ、今般はこういう形でＪＥＴプログラム、ぜひとも４人、１人増員ということでお願いができればと

いうことでございますので、よろしくご検討をお願い申し上げます。

〇委員長（今村好市君） 青木委員。

〇委員（青木秀夫君） 交付税で措置されるというけれども、非常にこれはその話の脱線したからやめてお

くけれども、怪しげな話なのではないの、交付税で措置されるというのは。これ、では基準財政需要額に加

えてどうのこうのとやっていくと、収入額との差額が交付税で来るのだとなると、ややこしくなって、これ

はいいや、後で、ほかで聞くけれども、そういうことはないのではないかなと思うので、それ調べておいて

ください。

それと、外国の講師頼むと、さっきも発音がどうのこうのと小林先生が言っていたけれども、ネーティブ

イングリッシュとかとよく言うと、小さいときからやると、そういうふうになるのだというけれども、そん

なことないと思うのです。いいのですよ、日本人はジャパニーズイングリッシュで。我々がテレビなんかで

見たって外国の人が日本語を話すと、ああ、すぐ外人だなとわかるのと同じように、日本人が英語を話した

ら、ああ、あの人は外人だなとわかって、要はどんなたどたどしくても通じればいいのだから、日本だって

関西弁だの東北弁だのっていっぱいあるのだから、余り発音がどうの、耳がどうのとかというのにこだわる

の、それが口実の第一の金髪と青い目なのですよね。だから、そうではなくて、さっき言った本当に中身を

教えるのであったら、さっき教育長も言ったけれども、日本人のできる人、そういうのを取り入れたほうが。

そんなものは板倉町にいなくたって人材派遣会社に頼めばもういっぱいいるでしょうから、そういう人を効

率よく、いい人を今度選んで頼んでやれば、経費の面でも結構、これだけの金額出せば対応できるのではな

いかなと思うので、検討してみてください。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。
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外国語指導助手についてはもうちょっと研究が必要だということで、事務局側もそういう認識を持ってい

るということでよろしいでしょうか。

では、次行きます。

ほかに。

今１回目がまだ。

〇委員（亀井伝吉君） 奨学金のことなですが、板倉町ではどのぐらいの方の申し込みがあるのでしょうか。

それと、東部公民館と南部公民館の使用料の金額が違うのですけれども、これはどうしてなのでしょうか、

お伺いします。

〇委員長（今村好市君） 坂田係長。

〇総務学校係長（坂田俊二君） お手元の資料になりますが、14ページになります。繰出金しかのっており

ません。現在板倉町の貸与金額になりますけれども、約1,700万円ほど貸与金額のほうを出しております。

人数にしますと、32名分の金額を出しております。返済等を含めますと、全体的な残金は平成28年３月１日

現在ですけれども、約6,900万円ほどの基金のほうが募ってあります。そういった中で毎年、今年度につい

てもこれから奨学金の審査会等を開催する予定になっておりますけれども、おおむね10名前後の方が毎年こ

の奨学金の申し込みをしておる状況でございます。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 公民館は東部公民館と。

〇東部公民館長（川島淳子さん） 東部公民館の使用料6,000円と少ないわけなのですが、東部公民館の場

合、利用団体以外の個人的にお部屋を使う方から部屋によって金額も違ってくるのですけれども、ほかの公

民館とかはみそづくりとかで何かかなり頻繁に調理室等を使っているようなので、その辺の違いで東部公民

館の場合は若干少な目な計上になっております。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

〇委員（亀井伝吉君） あと南部公民館も違うのですけれども。

〇委員長（今村好市君） 川島館長。

〇南部公民館長（川島 忠君） お世話になります。

今、東の川島館長が申し上げましたですけれども、南部公民館の使用料については、みそづくり16組ぐら

いですか、今回。今ちょうど盛んに行っているところなのですけれども、その使用料関係がありまして、こ

の金額になっております。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

ほかに。

いいです、もう了解です。黒野さんは、１巡目が終わっていない。

島田委員。

〇委員（島田麻紀さん） スポーツ振興係にお伺いします。

この中にちょっと見当たらないのですけれども、本来なら今週末に予定されていたヘルスバレーボール大

会というのがありましたよね。それは一応周知方法、私家庭婦人バレーボールのチームに入っていますけれ

ども、どういったところにこういう大会がありますよというお知らせを出したかと、あといきなり大会では
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なくて、体験というような形をとってからの大会というふうな形をとらないのはなぜかというのをちょっと

お伺いしたいと思うのですけれども。

〇委員長（今村好市君） 根岸係長。

〇スポーツ振興係長（根岸信之君） 今週末ヘルスバレーの大会を実施予定でございましたが、チーム数が

集まらず中止ということになったのですけれども、募集方法につきましては町のホームページ、家庭婦人バ

レーボールとあと海洋センターを利用しているソフトバレーのほうを利用している団体のほうに募集のほう

をかけました。やはり経験がないということで、今回は見送るということでございました。今回教室と体験

等をやらずに大会を組んでしまったのはちょっと事務局のミスでありまして、だから参加者がいなかったの

かなと考えております。次年度以降はちょっと教室と体験等を検討させていただければと考えております。

〇委員長（今村好市君） 島田委員。

〇委員（島田麻紀さん） 私も極力人数集めに頑張ってみたのですけれども、時期的なものもあるみたいで、

お子さんを持っている方はスポーツ少年団の卒団式とかぶっているとか、やはりどうしても卒業、入学シー

ズンなので、忙しいという方とかもいらっしゃったので、また時期も見て、ぜひとも皆さんにスポーツを通

してコミュニティーを広げていただきたいなと思うので、ぜひともよろしくお願いします。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

〇委員（島田麻紀さん） 結構です。

〇委員長（今村好市君） ほかに、２巡目になりますが。

黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） 総務関係です。先ほど私が質問した20ページなのですけれども、悪いと思って質問、

下のはしなかったのですけれども、並木剪定処分委託料という20ページですけれども、西小が11万円ちょっ

と、最初は10万円ですけれども、ぱらぱらで、真ん中の南小は100万円強になっているのですけれども、大

がかりな何かをやるのか、その辺をわかれば一つ具体的にご説明を。大事なこういうことなものですから、

新規事業ではないのですけれども、大々的にやることならば新規事業に入っていなくても、こういう項目を

100万円というのは相当な並木を切る、剪定するかと思うので、本来ならば最初に具体的に説明していただ

ければよかったと思うのですけれども、それがやはり親切心というのではなくて、一つの事業だと思うので

す。それは先ほど話あったので、もし細かくわかればお願いします。

〇委員長（今村好市君） 坂田係長。

〇総務学校係長（坂田俊二君） 南小の体育館の南側という形になるのですけれども、隣の西側に町道があ

るわけなのですけれども、その町道までもう覆いかぶさっているような木になっております。もしくは、も

うさらに隣地のところまで木が覆いかぶさっているような状況が実際なっている状況になっていまして、こ

れについては至急対応しなくては、また危険性も若干、木のほうが大分密林みたくなっておりまして、非常

に暗い状況にもなっております。そういった状況も含めまして、今回南側の樹木の剪定もしくは伐採も含め

て検討をしていきたいというふうに考えての予算要求でございます。

〇委員長（今村好市君） 黒野委員。

〇委員（黒野一郎君） 時間もあれなものですから。木というのは少しずつ伸びていくわけですよね。今日、

昨日の問題ではないと思うのです、恐らくは。恐らく多分近所の人や学校関係、教育関係だってわかってい
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たと思うのですよね、今の説明を聞けば。去年でもおととしでも、もうかなり道路へ出ていると。あそこカ

ーブですから、私も通ると見えるのですけれども、ですからやはり先ほどの事故があったり、いろいろ事故

が起きる可能性があるものですから、あっと思った、予算のお金も大変ですけれども、そういうことのでか

い事故につながることについては、やはり早目な対応でお願いできると思うのです。答弁いいです、もう。

〇委員長（今村好市君） 荒井委員。

〇委員（荒井英世君） 総務学校係の11ページ、下のほうに食糧費とありますよね、食糧費。その中で小学

校再編準備委員会時お茶代とあるのですけれども、40本掛ける85円掛ける12回分。聞きたいのはこの12回分

なのですけれども、要するに４月から28年度中は毎月１回ということですよね、基本的に。それで、例えば

この辺のスケジュールですけれども、28年度中はどこまでやるのか。例えば平成30年が北と西で32年が東と

南ですよね。それを一つの目標にして、28年度中は毎月１回会議やるわけですから、ある程度スケジュール

ではないですけれども、計画がもしあればちょっと示していただきたいと思います。

〇委員長（今村好市君） 多田事務局長。

〇教育委員会事務局長（多田 孝君） ただいまのご質問、再編準備委員会の12回と、予定はということで

ございますが、今若干役場庁舎内で検討をしておりまして、第２回目の会議がまだ開けないでいるわけでご

ざいますけれども、平成28年度の予定としましては、教育委員会が立てました基本計画にもございますけれ

ども、主に準備委員会において専門部会も含めてですけれども、細かいところまで検討していくということ

で予定しております。ただ、今のところまだ２回目が踏み込めないというところで、若干時間をとっている

ところなのですが、予定としては毎月１回、12回でというふうに当初予定をしておるところでございます。

以上です。

〇委員長（今村好市君） 荒井委員。

〇委員（荒井英世君） そうしますと、具体的にどこまで詰めていくかというのはまだ検討中ということで、

例えば前回中止になりましたよね。ああいった内容で当面は詰めていくということですか。

〇委員長（今村好市君） 事務局長。

〇教育委員会事務局長（多田 孝君） 具体的にどこまでということなのですが、28年度、ほぼ実施計画年

度明け、もしくは年明けぐらいにこの基本計画でいきますと、実施計画を立てていくという予定になってご

ざいますので、28年度におきましては、どこまでということではなくて、ほとんどもととなるところは決め

ていくということになろうかと思います。

〇委員長（今村好市君） よろしいですか。

時間が参りましたので、この辺で質疑は打ち切りたいと思いますが、議会開催中につきましては、もし疑

問点がありましたら、各担当のところに行って、具体的に聞く必要があれば聞いていただいて結構ですので、

委員会としては、一応教育委員会の審査については終了いたします。

〇閉会の宣告

〇委員長（今村好市君） 大変長い時間お世話になりまして、ありがとうございました。

本日の全ての委員会の審議を終了いたします。

ご苦労さまでした。
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